
起因物、事故の型：作業床、歩み板 - 転倒の死傷災害発生事例（2017年）
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年
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月
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年

齢
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コード

労働

者規

模

1
18～

19
工場内で荷物を運搬中に足を滑らせ転倒し、右膝皿を骨折した。 36 10101

10～

29

1
20～

21

荷物を積み、給油後にトラック洗車をしているとき、トラック後方の汚

れを確認しようとして歩いていたところ、地面が凍結しているのに気付

かず、足を滑らし転倒し、右足を骨折した。

51 40301
10～

29

1
14～

15

調理室内のシンクと作業台の通路（人一人が通れる幅）で清掃作業をし

ている際に、水を撒こうと、直径37cm・深さ15cm程度のボウルに水を

いっぱいに汲み、通路に撒こうとしたところ、濡れて滑りやすくなった

レンガタイルの床で足を滑らせ、背面から転倒し、右の肩甲骨を骨折し

た。

61 130201 ―

1
11～

12

プルーンビッツ製造室でプルーンスラッジの入った袋の計量をしたもの

をパレットへ積む作業をしていた。 作業場は、計量秤とパレット用台

車のスペースが狭く、足元が不安定だった為、作業中につまずき、前の

めりで転倒してしまい、左手の親指付け根部分に酷い痛みが生じた。

49 10104
100～

299

1
10～

11

15番グリーン裏の傾斜のある芝地で伐木の集材搬出作業中の移動中、丸

太の上でバランスを崩し転倒し、肋骨を骨折した。
51 140301

30～

49

1 4～5
工場で荷物（ウレタンロール）をトラックに積み込み作業をしていると

き、積み込み場所の足場ですべって転倒し、右足首を捻挫した。
45 40301

30～

49

1
16～

17

倉庫内に計算用電卓を取りに行き事務所に戻る際、倉庫入り口のスロー

プ左側を歩行中、左側端に寄りすぎた為、スロープを踏み外して転倒し

た。

56 40301
10～

29



1
10～

11

産業廃棄物処理場の構内で、トラックからの荷降ろし準備の為、荷台に

かかっているシートを外してトラック周りを歩いていたとき、地面が鉄

板であり、且つ、水が撒かれていた状態で滑りやすかったため、足を滑

らせ転倒し、右大腿部を強打し骨折した。

56 80109 ―

1
13～

14
荷おろしの際に転倒し、左肩を強打し怪我をした。 47 40301 ―

1
12～

13

構内小物室前にて荷物を仕分けし移動しようとした時、足がボックスの

ダンパーに引っかかりバランスを崩して倒れ、腰を打った。
51 40301

500～

999

1
9～

10

事業場倉庫において、資材等の整理作業中、重さ20kg程度の塗料缶を

持ち上げ移動させる際に手を滑らせてバランスを崩し転倒、右手首・右

ひじを強打し骨折した。

59 50101 ―

1
17～

18

お客様宅にて、30分～40分程正座をし、立ち上がったところ足が痺れ

ていたためバランスを崩し、畳に右足甲をついて右横に転倒し、右足甲

に骨折を負った。

24 90103
10～

29

1
11～

12

施設内のゴミ箱のそばにて、事務所で不用になったプラスチック製の棚

の解体作業中に、のこぎりを使い、狭い場所で縁石を台がわりにして解

体していた。 縁石にのせていたプラスチック製の棚を足で押さえた状

態で作業をし、棚の方向転換しようとして状態を変えたところ、押させ

ていた足が滑り、後ろに転倒しそうになり、手をついて支えようとした

ときに右手にのこぎりを持っていたので左手をつき、肘を骨折した。

39 130201
50～

99

1
11～

12

障害者施設の業務の一環として利用者と近所の公園を散歩中、興奮した

利用者に歩み寄ろうとし、公園内の段差につまずき転倒し、左肩を強打

した。

45 130201
30～

49

1
10～

11

倉庫の中で取替後の水道メーターの箱（10個入20箱）を管理移設中

に、トタンボールのあるのに気付かず、箱を持ったまま踏み付けて、躓

いてしまった。 そのまま転倒し、前にあった工具箱に左腕をぶつけ骨

折した。

70 30203 ―



1 3～4
弊社内でケース出荷作業を実施中に、てんかんの発作を起こし意識を失

い、床に倒れ、右肩を強打した。
23 50101

50～

99

1
11～

12

敷地内店舗付近のATM前で、出勤の為従業員入口に向かおうとした際、

縁石に躓いて転倒し右肩上腕を骨折した。
58 80201

300～

499

1
22～

23

機械洗浄を終えて、洗い場より台車にのせた部品を運搬中、床が濡れて

いた為足を滑らせて転倒し、後頭部と腰を打った。
63 10109

500～

999

1
11～

12

粗大ごみの荷下ろし中、トラックの荷台に乗ろうとしたところ、鉄製の

床が濡れていたため足を滑らせ、尾てい骨を強打した。
67 150102

50～

99

1
16～

17

警備業務に従事していた際、現場は急斜面な坂道に加え、除雪直後も重

なり路面が完全凍結していた為非常に滑りやすくなっていた。 路面状

況を考慮し慎重に業務に従事していたが、足を滑らせ転倒し、その際に

胸を強打し肋骨三本を骨折した。

38 170201
10～

29

1
11～

12

店舗建築現場において、工事用車両の出入誘導警備を実施中、出入口付

近に鉄板が敷いてあるにもかかわらず、その状況を良く確認しないまま

小走りに進行した過失により、同鉄板に足を引っ掛け鉄板上に膝をつい

た状態で転倒し、左大腿骨の骨折を負った。

69 170201
30～

49

1
9～

10

発掘現場にて、箕（み）を持っての移動中、発掘した孔につまずき転倒

し、持っていた箕が左胸に当たり、肋骨を骨折した。
68 170209 1～9

1
9～

10

構内を移動中、泥野菜室を出て入荷口に向かおうとした際に、清掃中の

水道ホースに気づかず、足を取られてしまい転倒し負傷した。
59 80109

100～

299

1
10～

11

当社の駅前において客室清掃作業中、ベッドシーツを剥いだ後、床に

シーツ等リネン類を置いてからユニットバスの清掃に向かおうとして移

動中、足元のリネン類に躓いて体勢を崩して転倒した際ユニットバス入

口横の壁の角（柱）部分に右手を強打し負傷した。

56 140101
50～

99

1
16～

17

グループホームのキッチン口から出て洗濯物、郵便物の確認をしたあと

戻る際、水やりホースが広がっているところに足をとられ、バランスを

崩し二段の階段を後向きによろめき、ブロック塀の辺りで倒れ尻もちを 68 130201
10～

29



ついた。 その際にブロックで頭を打ち、ブロックの角で裂傷し、身体

を支えた左手首を骨折した。

1 8～9 厨房内冷蔵庫前で、調理材料を準備中に転倒し、左足を骨折した。 63 120109
50～

99

1
10～

11

客室の浴室清掃中、浴槽のふちに乗って窓の軸を拭いていたところ、足

を滑らせて浴槽の角に左足ふくらはぎ辺りを打ちつけ、受傷した。 な

お、浴槽のふちが濡れており、滑りやすくなっていた。

69 150101
30～

49

1
16～

17

工場内仕上げ室で、5ライン切断機のローラー掃除を終え、長靴置き場

に長靴を履きに行く移動中、6ライン切断機前の濡れている床（お湯で

掃除をしていた為、床が濡れていた）で滑り、尻もちをつくように後ろ

に倒れ、右手を掌からついて手首を痛め、親指の付け根を骨折し、全治

2ヶ月となった。

56 10104
100～

299

1
14～

15

本社にて、自動車をトラックに載せる準備のため、道板を出した際に足

を引っかけて転倒してしまい、脇腹をユニクソートで殴打してしまっ

た。

61 40301 1～9

1
11～

12

片付け中につまずいて積み込みしていたトラックに当たり、土間に倒れ

て頭部を打撲した。
74 30209 ―

1
17～

18

工場において、清掃作業中に右手でデッキブラシを持ち、水切り棒に交

換に行く途中で、廊下のグレーチングの上で滑り、後ろに転倒し、左手

をついた時に骨折した。

64 10101
50～

99

1
11～

12

会社内作業場のチラシ折込機の近くで、チラシの折込作業が終わり後片

付けをしているとき、足元に置いていた台車に気づかず躓き転倒しそう

になり、咄嗟に左手を床に着いたところ左手首を骨折した。

68 80205
100～

299

1
13～

14

当社事業場内においてミキサー車の洗車作業をしていたところ、寒さの

ため路面が凍結しており、足を滑らせ転倒した際にミキサー車のシュー

ト部分に胸を強打し受傷した。

51 10901
10～

29

食堂厨房内でボイル野菜水切りボール（直径約50cm）を両手で持ち、
100～



1 7～8 洗浄ブースへ移動中、左へ曲がる際、軸足の左足が右方向へ滑り転倒

し、左足首をひねり損傷する。

43 80209
299

1
16～

17

施設機械浴の浴場で、入浴後の利用者を乗せるストレッチャーを取りに

行こうとした際、濡れているタイル床面で滑ってしまい、後ろ向きに転

倒そうになり、咄嗟に後頭部を守ろうとして手をついた。

52 130201
50～

99

1 2～3
点呼を受けるため、自家用車から事務所へ向かう途中、凍結した路面で

足を滑らせ転倒し、右腕を骨折した。
56 170101 ―

1
16～

17

工場内で出荷準備中、厘木（りんぎ）を踏んでしまい、踏み外して足を

ひねり骨を痛めた。 厘木は製品を置く枕木で必要不可欠であり、常に

同じ状態にある。 被災労働者はベテランで厘木の位置も熟知してお

り、不安全または有害な状態は無かった。

40 10401
10～

29

1
10～

11

サンバー車で回収してきた小型金属等を、バッカンに移し替える作業に

従事中、バッカンが満杯になったので、少し離れた場所に置いてある空

のバッカンを取りに行こうとした際に、水溜まりで足を滑らせ転倒し、

左肘を打撲した。

50 150103
50～

99

1 7～8

売場で5段カートを押して品出しをしていた際、床に敷いてあるマット

に引っ掛かって手をつかずに顔面より転倒し、口の中が切れて出血し、

入れ歯が割れ、鼻血が出た。

67 80201
300～

499

1
13～

14

会社に出勤して、更衣室で作業着（ズボン）に着替えていたところ足を

滑らせ、体の左側を下にした形で転倒した。 左足がしびれ、動こうと

すると激しい痛みがあり、床に座ったまま立ち上がれなくなり、後日に

大腿骨骨折と診断された。

46 10109
300～

499

1
9～

10

工事現場で建築用金物を運んでいる際、1階土間コンクリート上に一部

水がたまっている所が凍結しており、足を滑らせ転倒し、左肩を打っ

た。

56 30202 1～9

12～

昼食のお膳を片手に1人分ずつ（計2人分）持ち運んだ際、部屋の入口付

近で床に躓きバランスが崩れ、左側を下にして転倒し、左肩と左膝を打
500～



1
13

撲した。 左膝を内出血し、打撲痛があったが、歩行は可能であったた

め仕事を続けた。 記録時に左肩の痛みが感じられ、左肘は曲がるが左

腕を上げることができなくなり、後日に左肩腱板損傷の診断となった。

64 130101
999

1 8～9

就業先構内駐車場にて業務終了後、自身の車のフロントガラスの氷を溶

かそうとしてフロントガラスにホースで水をかけていた。 その後、車

に乗り込もうとした際に路面の水が凍っている事に気付かずに足を滑ら

せた。 その際に右手の手のひらをつくような体勢で転倒し、肘の関節

から手のひらまでの筋肉と筋を痛める形になった。

62 170101 ―

1 8～9

構内駐車場にて、業務終了後に、自身の車のフロントガラスの氷を溶か

そうとしてフロントガラスにホースで水をかけていた。 その後、車に

乗り込もうとした際に路面の水が凍っていることに気付かず足を滑らせ

た。 その際に右手の手のひらをつくような体勢で転倒し、肘の関節か

ら手のひらまでの筋肉と筋を痛める形になった。

62 40301
50～

99

1
14～

15

工場内の凍結庫内で、台車にのっているパンに入っている里芋を、台車

から降ろそうとした時、足を横に滑らせて右手を床につき、右手首を痛

めた。 当初はすぐに良くなると思っていたが、痛みがひかなかった。

39 10103
10～

29

1
10～

11

浴室で患者の入浴介助中、洗面器を持って掛け湯を貯めた槽の所へ歩い

て移動していたとき、足を滑らせ転倒し、頭部と腰部を強打し負傷し

た。

46 130101
300～

499

1
15～

16

当社工場で冷凍製品包装作業中に、冷凍庫の中で冷凍剤未包装の製品を

取り出す際、足を滑らせ胸を打ち、肋骨を骨折した。
47 10109 1～9

1
10～

11

基地で車両の清掃をしていた際、車体の外側をホースで水を流していた

とき、後に下がりながら車体を洗っていたところレールを踏み滑りバラ

ンスを崩し、後ろに倒れないように身体をひねり、左側にうつ伏せ状態

で転倒し、左膝と右脇腹を地面に強打した。

27 150101
50～

99

15～

水源地試堀作業中に、ロッド（Φ140㎜、L＝6.0m／本）数本を接続し

て試堀孔に挿入し、そのロッドを引き上げて切断作業をする際、ロッド

の切断に使用している大スパナを取り外していたが、容易に取り外す事



1
16 ができなかったので、少しゆるめるためハンマーでスパナに打撃を加え

ようとした時、足元のバランスを崩し尻もちをついた。 その時機械の

台座のH鋼の角にあたり負傷した。

51 30199 1～9

1
11～

12

休憩中にリフレッシュルームでコーヒーを飲んだ後、カップを洗いに流

し台へ行こうと4～5歩歩いたところ、右足が前方に滑って倒れ、左膝を

床にぶつけてしまった。 そのときグキッと音がし、左膝に違和感を感

じたため救急搬送された。

68 170209
100～

299

1
23～

24

荷卸し中に滑ってしまい、トラックのゲートのところで左足の踵をぶつ

けて怪我をした。
38 40301

30～

49

1
10～

11

入院病棟裏のリネン類の搬入・搬出口にて、感染性衣類を持ち専用の

ボックスに入れようと歩行中、足元に2m径の排水パイプが置いてあ

り、足がそれに当たり、右膝から地面に着く形で転倒した。

60 130101
300～

499

1
10～

11

片付け作業の時に、クレーン付4t車のセット準備作業中に、自社置き場

で足を滑らせて後方に右手から転倒し強打した。 しばらく様子を見て

いたが痛みが悪化した。

78 30107 1～9

1
14～

15

屋外ごみ集積場から地下1階の従業員エレベーター（屋内）へ搬入用ス

ロープで向かう途中、雨で濡れた床面で滑り転倒し、左手をついた際に

左手首を骨折した。

59 140101
100～

299

1
14～

15

納品先で商品を両手で持ち、階段を上り、踊り場に置かれていたダン

ボールに右足で踏みつけた瞬間、足を滑らせ骨折した。
44 40301

100～

299

2 9~10

レストランフロアーの清掃中、お湯の入った鍋を両手で持って移動して

いる時、ホール横で足を滑らせ転倒した。 右頭（首の後ろ）を打って

後頭部から出血した。 右肘周辺の打撲・火傷を負った。

52 140101
100～

299

2 7~8 出勤時従業員入口前の坂道で滑って転倒し、右手をついたため。 59 80209
100～

299

2 15~16

勤務地である団地内、10号棟に設置しているゴミステーション横で清掃

中に、ゴミステーションの扉の金具に足を引っ掛けて躓いてしまい、そ 63 170209
50～



のまま中に転倒してしまう。
99

2 14~15

第二工場内資材置場にて、加工に必要な鋼材を資材置場より移動させる

作業を被災者は行っていた。 移動中被災者は右肩に鋼材を担いでいた

が、バランスを崩し右側方に転倒し、転倒した際に右腕前腕を骨折し

た。

23 11209
10～

29

2 16~17

加熱室にて、モツのタレを作り、ビニールにパッキングした後、後方に

あるカゴに入れようと歩いた際、床が濡れていたため滑って転倒し、床

に手をつき左手首を骨折の負傷をした。

54 10109
50～

99

2 14~15 ワックス剥離による転倒。 25 150101 ―

2 7~8

焼成Aラインの調合作業時、調合タンクからストックタンクへ送液する

為のスイッチを押す為タンクの奥に移動した際バランスを崩し転倒して

しまった。

61 10109
50～

99

2 10~11

一般浴槽に利用者様の脇を抱えて入れようとした時に入浴槽の内側の段

で足を滑らせ、足が下に落ちる時に左側の親指が引っ掛かり、反り返っ

て骨折した。

53 130201
30～

49

2 18~19

本社の会長室で、ストープの元栓が閉まっていることを確認し身体の向

きを変えた時、ストーブの下に敷いてある板が右足がひっかかり、転ん

でしまい、股関節を骨折した。

73 80209 1～9

2 14~15

グラノーララインの乾燥機出口にて生地の仮取り作業中に、生地を受け

た袋をパレットの上に運搬中、足元が滑って転倒した。 床に生地の粉

があり、日頃より注意喚起をしているが、本人の不注意により転倒して

しまった。 又、転倒防止マットが敷いていない場所を通行していた為

である。

62 10104
100～

299

2 19~20

夜の宴会にて、洋風コース料理提供中、お肉のお皿4枚を持って客席に

運ぶ途中でかかとに何かひっかかったためバランスを崩し、そのまま前

屈みで倒れる。 その際膝を打撲した模様で、痛みが引かないため当社

責任者同行の上病院に行く。 診察では骨折箇所はなく打撲との診断で

44 140209
10～

29



ある。

2 14~15
風呂場で浴槽の掃除をしている時、水溜まりに滑って転んでしまい浴槽

に強打した。
52 140101

10～

29

2 19~20

乗務後、滞在先のホテルの浴室にて、足を洗うため両足につけたボディ

ソープを洗い流そうと浴槽内で片足を上げたところ浴槽内で滑り背中

（腰上部右部分）を浴槽の縁にぶつけた。 なお、この時点では腫れは

なく痛みもすぐ引いたため未受診・未報告であったが、その後も痛みが

あったため後日に受診し報告した。

27 40103

1000

～

9999

2 12~13

病院内での配膳業務中、派遣先の男性社員と接触し、左腰から横向きに

転倒した。 転倒する際に身体を支えようと思い、左肘から倒れ左脇、

左こめかみを床に打ちつけた。 意識ははっきりしていたが強打したこ

とからその場から動けず、同病院内で診療を受けた。

60 170101
10～

29

2 10~11

常駐設備員と検針応援の設備員2名で1階自動販売機のメーター検針の

際、外部工事の囲いがありメーターが読めず常駐設備員が自動販売機の

裏に廻り検針を実施した。 戻ってくる際に自動販売機に登りそこから

そのまま飛び降りた為着地に失敗し足を滑らせ尻餅をついた。

57 170209 ―

2 9~10

建設現場にて荷卸し作業完了後、車輌右方から運転席に戻ろうとする歩

行中に右足首を捻り捻挫してしまった。 （地面は平坦で乾いた状態で

あった。）

31 40301
30～

49

2 18~19

社命により、派遣先事業場にて、ピッキング作業中、小走りで移動した

際に躓き転倒した際に右肘、右足、右手小指を床に強打し、負傷したも

のである。

59 170101
30～

49

2 14~15

一階特浴室内でチェア浴槽を使用し利用者の入浴介助をしていた時、

チェア浴槽から入浴用車いすに乗った利用者（総重量約72㎏）を出浴さ

せる作業中に、入浴用車いすの引手を引いて車いすを引き出そうとした

ところ、足が滑り、浴槽タイル床に尻餅をつき、第11胸椎圧迫骨折した

ものである。

72 130201
50～

99



2 4~5

旋回モーター性能検査場で油切り台車に仮置きされていた検査完成品を

両手で持ち、完成品運搬台車へ載せようと移動した際、油で濡れていた

床で左足が滑り、左側に姿勢を崩し、その際に台車上に置かれていた製

品のエッジ部と持っていた製品の間に左手が挟まれ受傷した。

31 11305
50～

99

2 14~15

事務棟ゴミステーション前にて、産業廃棄物収集作業中、勾配のあるゴ

ミステーション前で下り勾配側が右足、上り勾配側が左足で歩行中、緩

い勾配ではあったが体勢を崩した。 右足首を捻り、転倒しそうにな

り、負荷のかかる状態で左足を地面についた。 その結果、左足アキレ

ス腱が損傷した。

55 150102
30～

49

2 11~12
利用者様をベッドから車椅子に移乗する準備をした時、バランスを崩し

後ろ側に倒れ込み負傷した。
20 170101 ―

2 10~11

PF餃子ラインの餃子成形機に部品を取り付け、止め具を内側に締め上げ

た際、両手にビニール手袋を装着していたが手元が滑り、後方に尻もち

を付く形で転倒した。 当日は痛みがなかったが、翌日午前中に痛みが

出て来て、病院を受診したところ、腰の骨が折れていた。

59 10109
50～

99

2 22~23
店内配膳作業中に足を滑らせ転倒した際、頭をかばい右肘を床に強打し

た。
55 140201

10～

29

2 15~16
何も持っていない状態で荷物をトラックに取りに行く際に、平地で足を

捻る。
21 40301 ―

2 8~9

当社惣菜調理場の中にて調理したお弁当を陳列するため、手にお弁当を

5つ持ち転倒へ運んでいる際、調理場の床に調理油が飛んでいて滑りや

すくなっていたため、滑って体勢を崩し後方へ転び、腰を強く打って負

傷した。

64 80209
50～

99

2 13~14

施設2階利用者居室内の床清掃を水モップにて行い、濡れた場所をク

ロックスを履いて踏んだ際、足を滑らせ右足首を捻り体勢を崩し前向き

に転倒した。 その際手にモップを握っていたため手をつくことができ

ず、顔面を強打した。

56 130201
10～

29



2 4~5
クリーンルーム中で設備側面へ歩いて移動中に左足を床で躓き、よろけ

てステンレス製の台車に左肋骨をぶつけた。
51 11409 ―

2 13~14

ショートステイの洗濯室でバケツに入っていた消毒液を誤ってこぼして

しまい、床を全部拭き取り新しい消毒液を作ろうとしたところ、水が少

し残っていたため滑って転倒し左手を床につき捻挫した。

65 130201
30～

49

2 18~19
結婚式場において披露宴終了後、後片付け中転倒し、とっさに右手をつ

いた為全体重が右手にかかり小指の下を骨折してしまった。
70 10109 ―

2 8~9
事業所冷凍庫内において、荷物を運び出そうとした時に、床の凍ってい

た所で滑ってしまい、その際右足をひねり負傷した。
40 80209 ―

2 18~19

工場内加熱調理室オーブン前のテーブルにて、カルビ肉を鉄板に並べ、

並べ終わった肉を加熱蒸気オーブンに入れる作業を数人でしていたとこ

ろ、他作業者の動きに気をとられ足を滑らせて転倒し、テーブルの角で

顔面を強打した。

61 10109
300～

499

2 13~14

工場3階焼成ラインの充填機械付近で清掃作業中に、床に水と洗剤が撒

かれ滑りやすい状態だったため、足を滑らせて転倒し、左手首を骨折

と、腰を強打した。

64 10104
100～

299

2 9~10

館内客室のベランダで、外れた網戸を付ける作業をしている時、ベラン

ダの床に水が溜まっていて、スリッパを履いていたため足を滑らせ、床

で後頭部を強打した。

57 140101
30～

49

2 9~10

積込先にて、商品にラップを巻く為、トラックからラップを取り、作業

場所まで徒歩にて移動中、段差（2～3㎝）に左足が躓き転倒し、右膝を

地面で打撲した。

62 40301 1～9

2 11~12

11番ホールグリーン横にて、ラフにあるお客様のボールを捜索中、芝の

長さが長い所だったため、芝の中にあった窪みに気付かず足をはめて転

倒し、左足を負傷した。

57 140301
50～

99

2 5~6

製造終了後、2F加工室のリネン室にタオルを取りに入った際、リネン室

を出る時に足を滑らせ転倒し、右手を床に着いた。 その時に右手首を 56 10109
300～

499



骨折した。

2 18~19
営業中にマンションに入ろうとしたところ誤ってマンションの側溝に足

を踏み外してしまい、右足を負傷する。
56 80205

100～

299

2 18~19
施設のプールでプールガード中、巡回している際、濡れた床に滑り転倒

し、左踵を骨折した。
32 170209

30～

49

2 8~9

商品の検品作業中、商品を3ケース（約12㎏）を持って移動しようとし

たところ、足を躓き体勢を崩しカバーしようと手をついた時に負傷した

ものである。

61 80109
10～

29

2 11~12

ゴルフ場内にて、ホールを移動中、東7番ホールのグリーン手前バン

カーとグリーンの間にあったスプリンクラーの窪みに気付かず、右足を

取られて転倒し受傷した。

54 140301
100～

299

2 19~20

自社構内において、車両に荷物の積み込みを行っていたところ、車両荷

台で、誤って足を滑らせ転倒し、尻部を荷台床に強打し、そのまま帰宅

した。 帰宅後、持病の腰痛が悪化し起き上がれない状態となった為、

救急搬送となった。

36 40409 ―

2 8~9

農産バックヤードに於いて被災者はバックヤード内を移動していた。

バックヤード中央部には会所があり、会所の蓋下にカウンタークロス

（ふきん）を敷いて、細かい野菜クズ等がカウンタークロス上に集まる

ようにしていたが、カウンタークロスの4片が蓋からはみ出している状

態になっており、被災者はそのはみ出したカウンタークロスに躓き転倒

し右膝を強打し、右大腿骨を骨折した。

63 80209 ―

2 5~6

派遣先内パット洗浄室にて洗浄後のパットを運搬していた際、室内の床

が濡れていた為、誤って足を滑らせて転倒し、負傷し、左側頭部、左

肩、左腰側面を挫創、捻挫を負った。

41 170101
300～

499

2 5~6

バット洗浄室で、バットの洗浄中、濡れている床で足を滑らせ転倒し

た。 体の左側、腰から肩、顔にかけてを床面で打ち打撲・捻挫を負っ

た。

41 10109
100～

299



2 16~17

被災者を含め4名でロッドミル廃鉱口結合作業を行っていた際、微調整

のためにレバーブロックを使用していた時に、バランスを崩して50㎝下

の廃鉱口側の網の上に転倒した時に左足親指を強打した。

48 20209 1～9

2 22~23

店舗ホールにて、持ち帰りのわさびとガリを取りにキッチンに行く途

中、走っていたため足のバランスを崩して転倒し、左足の足首を捻挫し

靭帯一部断裂を起こした。

28 140201
100～

299

2 17~18
トラックを会社駐車場に停め、運転席から降りる時、薄暗かった為、足

元が良く見えず、躓き左足を捻ってしまった。
54 40301

10～

29

2 16~17
床に座ってブラシと雑巾と剥離剤を用いてワックスを除去していたとこ

ろ、立ち上がろうとして足を滑らせ床面に転倒し、脱臼した。
68 10109

100～

299

2 12~13

土間（作業場）に魚のアラや脂が落ちていたのに気付かず、出していた

皿盛の魚が戻って来たので作業台に持って行こうとし滑って手をつき痛

めた。

69 80209
50～

99

2 12~13

商品（弁当、総菜）販売場所より厨房へのフロアーで歩いていた時、洗

い物（皿）を腕に抱えてちょっと横を向いた為フロアーに置いてあった

ダンボールに躓いて皿を腕にかかえたまま膝から転倒した。

66 80209 1～9

2 22~23

工場内食器清浄器室において、食器清浄の作業中、周りに物（回収した

食器のコンテナやゴミ入れ）を多く置き過ぎていた為に、食器の入った

コンテナに引っ掛かり、ゴミ入れに躓いて転倒した弾みで右手を床につ

いたことにより負傷したものである。

69 10109
30～

49

2 19~20

病室で患者の洗面をしようとベッドフレームに両足を接触させ立位で作

業を行った。 作業が終わり、身体の向きを変え移動しようとした時、

転倒予防センサー（転倒ムシ）のコードに右足が引っ掛かり、絡まった

状態で左斜め前方に転倒した。 その際、左膝はACL装具を装着していた

ために屈曲できず、左膝を捻る形で打撲した。

56 130101
500～

999

2 13~14
硬綿を運搬中、床に敷いてあるパレットに右足が引っ掛かり転倒した。

転倒時、左足を捻り受傷した。
43 170101

100～

299



2 9~10
血圧測定・問診を取りカルテ記入台へ移動中、誤って躓き、転倒して左

肩を強打し、受傷する。
69 130102

10～

29

2 12~13

洗濯作業中、同僚に声を掛けられたが、声が良く聞こえなかった為、近

くへ移動しようとした際に、足元にあったカゴに引っ掛かり転倒し、右

膝の皿を骨折した。

62 140101
10～

29

2 8~9
売場でシフトを確認しレジに移動しようとした際、配線コードに引っか

かり転倒した。 右手首・左手首・右膝・左膝を打撲した。
56 80209

100～

299

2 8~9

園児とブロック遊びをしており、一緒にブロックを集めていた時に、フ

ローリングと段差のある畳付近でブロックを踏まないように避けたとこ

ろ、畳のへりに足がかかり転倒した。 園児が近くにおり、園児を避け

ようと無理な体勢で左側から転倒し左腕と左足を打ちつけ、特に左腕を

強く打ちつける。

55 130201 ―

2 6~7

車輌からパンを乗せ替え終わり、引っ張り棒を他の車輌へ借りに入った

際に、周囲が暗かった事もあり、枕木に気付かず足を引っ掛けて転倒し

た。 その際、枕木の前に設置していた鉄製の台に両膝と胸を強打して

被災した。

47 40301
30～

49

2 14~15

就業場所の入口にて、さつまいもの入ったコンテナを降ろそうとした際

に、足が絡まり、前方向に倒れ、ブロックに顔面を強打した。 強打し

た際にとっさに右手を地面についた為、右手と右肩に強い痛みを感じ

た。 （床に何か落ちていたわけではない。）

66 60101
30～

49

2 11~12

入荷口において、カゴ車（奥行約50㎝・幅約60㎝・高さ約150㎝・重量

約50㎏）を屋外へ移動させようとした時、カゴ車のタイヤが溝（深さ約

1㎝）にはまり転倒し、コンクリート床とカゴ車との間に右足を挟み負

傷した。

67 80401
50～

99

2 17~18
教室にて、掃除機を使用し清掃作業中に掃除機のコードに足を引っ掛け

転倒し左腕前腕を負傷した。
58 150101

300～

499

勤務時間が終了し、帰る為にピッキング室を通った際、番重がのった台



2 17~18
車に気付いていたが、急いでいた為、うっかり番重に足を入れてしま

い、前方に転倒した。 その時、右手はエプロンを持っており、左手で

体を支えた為、左手手首を骨折した。

67 10109
100～

299

2 15~16

2人で冷蔵庫内で荷役作業を終えた後、庫外に出ようと1人が先に荷捌き

場に出る扉を開けた際に、それに続いて庫内から出ようと走って出入り

口に近付いたところで、足を滑らせて転倒し腰部を強打した。 転倒

後、自立して庫外に出たが、庫外・荷捌き場で椅子に腰掛けたところで

痛みと痺れから動けなくなった為、救急搬送を要請し、搬送された。

救急病院で、痛み止め処置後、帰宅が許された。 後日、再受診し、腰

椎横突起2ヶ所骨折、1ヵ月間安静と診断された。

32 80401
10～

29

2 12~13

弁当を食べ終えて片付けをしている最中に、側にいたダウン症の子（利

用者）が突然走り出したため後を追ったが、その際足元を滑らせて右側

顔面を地面に強打した。

63 130201
100～

299

3 11~12
製品の移動中、豚モツが床に落ちているのに気づかず踏んでしまい、

滑って転倒し、左肘を強打した。
54 10101

30～

49

3 13~14
スーパーのレジを担当していたところ、お客様の問い合わせで商品棚に

向かう際、つまずいて転倒した。
56 80209

50～

99

3 17~18
現場事務所から事務所にタイムカードを押しに向かう際、側溝のグレー

チングが100mm～150mm開いている所で左足をとられ転倒した。
60 10909

10～

29

3 10~11
厨房にて下がコンクリートの場所で調理補助中につまずき、肩から転倒

し、膝も打った。
67 140201 1～9

3 17~18

作業場で塀の改修工事で使用した道具を片付け作業中、卓上丸鋸を車か

らおろして持って歩いていたときに、誤って地面につまずき、転んだと

きに左手を負傷した。

32 30209 1～9

3 13~14
仕事を終え、残水処理場において洗車中に、足を滑らせ手をついたとき

に左手薬指を負傷した。
65 10901

10～

29

工場内にて廃油回収作業終了後、ドラムヤード現場の最終確認を終え車
100～



3 12~13 両に戻ろうとしたとき、ぬかるみで足を滑らせ転倒した。 その際、右

足首に全体重がかかった状態で足首をひねった。

47 10899
299

3 8~9
現場事務所にて打ち合わせのため歩行中、雨天で濡れていた敷きつめら

れた鉄板の上で転倒し、右手を地面につき右腕を骨折した。
42 170201

30～

49

3 21~22
売場でリクライニングソファの商品整理をしていた際、下に敷いてある

絨毯に躓き転倒し、右肘を骨折した。
69 80201

300～

499

3 14~15

被災者は燃料と材料の間の床養生（ブルーシート）された所を歩行中、

シートのほころび部に右足を引っ掛け右足を跪き、膝をコンクリート床

に打ちつけ被災した。 被災者は作業状況を確認するため、ブルーシー

ト上を一人で歩行していた。

59 30199
300～

499

3 7~8

荷物を納品のため、4t貨物トラックにて営業所へ搬送し荷降ろし作業終

了後、トラックの横に10枚重ねて置かれていたパレット（プラスチック

製、1枚縦1.1m×横1.1m厚さ15cm、重さ15kg程度）が不揃いであった

ため、まっすぐに直そうとトラックを降りてパレットを上から1枚ずつ

持ち上げて直そうとしたところ、誤って足を滑らせ転倒し、パレット5

枚に左手人差し指部分を挟まれ負傷した。

67 40301
10～

29

3 13~14

工場内で作業室へ移動していたところ、加工室の洗い場の横の床が濡れ

ており、不注意で滑って転倒した。 転倒した際に左手をつき、痛みは

あるものの、そのまま勤務をして帰宅した。 翌日に手首が腫れ、骨折

が判明した。

66 10102
50～

99

3 9~10
ステンレス鋼材（Φ90×800L）を手で持ち運びする際に転倒し、右肩

を強打した。
40 11709

10～

29

3 8~9
受傷者は作業に必要な帳票を準備したあと、運搬車輌へ歩行移動中、床

にこぼれていた油により足を滑らせ、右踵部を床面に強打した。
63 10701

1000

～

9999

3 8~9

第1工場B棟3階女子トイレの床面をモップで水拭きしていた際、足を滑

らせ床に転倒し、左肘を強打した。 作業の途中だったため作業を続行 60 150101
10～

29



したが、帰宅後にも痛みが治まらず、左肘骨折が判明した。

3 8~9

庭園の工事において、庭園の石を運搬中、石を両手で持ち上げたとき

に、足元がぬかるんでいたためバランスを崩し転倒し、左手中指を持っ

ていた石と地面に挟み負傷した。

34 30199 1～9

3 20~21
葬儀準備のため、テーブルクロスのセットをしているとき、後ろにある

イスに足をひっかけて、祭壇の角に頭をぶつけて負傷した。
58 80209

100～

299

3 11~12

作業現場において、建物解体作業時に廃材の運搬作業を行っていたとこ

ろ、足元の廃材に気がつかず、躓き転倒しそうになったため、左手を地

面についた際、左手手首を骨折した。

48 30209
10～

29

3 4~5 会社敷地内のスロープを歩行していた際に、霜で滑り転倒し負傷した。 27 150101
30～

49

3 0~1

厨房内において、床の清掃作業（デッキブラシ→水切り→モップがけ）

の完了後、床が濡れている状態で滑ってしまい、後頭部を床に打ちつけ

た。

67 140201
30～

49

3 19~20

洗った食器を乾燥機の中に入れ、先に入っていた調理器具を片付けよう

と両手に持ち、2～3歩進んだときに滑って転倒し、胸を強打し、首を

捻って痛めた。

68 10109
30～

49

3 11~12

和室休憩所の畳部屋で掃除機をかけていたところ、引き戸の間にコード

が引っかかり、廊下に行こうとしたときに滑って足首を捻じり強打し、

右足首を骨折した。

54 140101
100～

299

3 14~15

当社現場において、4号洗浄機付近から着け置きされたデッシュの入っ

たボックスを1号洗浄機へ運ぼうとした際に排水口にボックスが引っか

かりバランスを崩して転倒し、左半身を強打し負傷した。

54 150101
10～

29

3 12~13
社員食堂の洗浄室において作業をしていた際、側溝の蓋が動いて隙間が

でき足をとられ転倒し、膝と額と左肩を強打し肩を骨折した。
55 80209

50～

99

3 11~12

午後の活動が終わり、弁当を買いにスーパーに寄った。 弁当売場まで

移動したところ、当日雨が降っていて床が湿った状態だったため、滑っ 63 130201
100～

299



て後ろ向きに転び、右手を床につき、右手首を骨折した。

3 8~9

生地供給作業中、空のラックをパレットに戻す際、床に置いてあった粘

着ローラーに気づかず踏んでしまい滑って転んだ。 咄嗟に左手を床に

つき、受け身をとった際に左手首を負傷した。

55 10104
100～

299

3 13~14
飲食店で仕事中、厨房からホールに出て、ホールを歩行中足を滑らせ転

倒した際、手をつき右手首を骨折した。
59 140201 1～9

3 10~11

客室清掃作業中、ベッドメイキング中でベッド上に広げたシーツを折り

たたむ作業の為、ベッド脇を移動中に、広げたシーツに躓いて体勢を崩

して倒れそうになった際、右足を捻り負傷した。

55 140101
10～

29

3 17~18

介護ヘルパーとして利用者宅で訪問し、介護サービスを提供していた。

夕方暗くなってきたので照明をつけようとした際、足元にあった花を置

く台（高さ10㎝程度）につまずき転倒し、右手をつき右手首を負傷し

た。

68 130201
10～

29

3 8~9

仕上室で台車（カッターカゴ）にある平板損紙の仕込作業を行っていた

が、その日は損紙の入った台車が沢山あったので3人で作業を行ってい

た。 ドンと大きな音がしたので共同作業者が振り返ると、倒れこんで

いる被災者を発見した。 脳しんとうを起こしており、救急搬送され

た。 状況としては損紙を両手に抱えパルパーへ投入していたが、損紙

で足が滑り転倒し、身体をパルパーの側面に強打し、首をひねったもの

である。

67 10601
50～

99

3 15~16

体育館にて児童とバドミントンをしていたところ、隣にいた別の児童と

ぶつかりそうになったため避けようとした際にバランスを崩し、床に右

手をついた。 右手薬指が腫れてきたため、湿布を貼り安静にしていた

が、腫れがひどくなってきた。

67 170209
10～

29

3 14~15

構内のゴミ集積場より小走りで移動中、事務所前スロープ横の段差に左

足のつま先を引っかけて体勢を崩し、前のめりに転倒し、左橈骨末端骨

折を負った。

58 150102 1～9



3 10~11

荷降ろし先の構内にて荷降ろし作業中に、トラックの荷台から降りよう

とした際、地面に段差があった事に気づかず、左足から降りたところ足

を捻って転んだため受傷した。

35 40301
10～

29

3 13~14 介助後、居室でベッドから降りたときに足をひねり転倒した。 42 130201
50～

99

3 10~11

ホテル5階フロアでアメニティ（ハブラシ）の入った箱を2箱持って移動

し、箱を降ろす際にバランスを崩して転倒し、左手を骨折してしまっ

た。

68 150101 ―

3 14~15
第二工場で梱包作業の際、体勢を整えようとしたとき、床面に左膝を打

ちつけた。
61 10805

50～

99

3 3~4 食器洗場において、板の上にのぼり、滑って転んで左手首を骨折した。 69 80201
10～

29

3 8~9

射出成型工場内において、キャスター付き台車（縦600×横400×高さ

130㎜）に載せた空箱（縦335×横335×高さ240㎜）3個を積み重ねた

ものを持ち上げ、置場に運ぼうと右足を踏み出したところ、空箱を載せ

ていたキャスター付き台車に乗ってしまった。 その際、右足を乗り上

げたまま台車が前方に滑り、左膝を床に打ち付けた。

60 10805
10～

29

3 16~17

客室を清掃中、浴室の浴槽を拭くため浴槽内に入った際、客が使用した

ローションが底面に残っていてヌルヌルの状態だったため滑ってしま

い、浴槽の底面で腰を強く打ちつけてしまった。

65 140101
10～

29

3 12~13

お客様よりオーダーを受けた食事を提供するため、両手でお膳を持ち歩

いているとき、店内が混雑していたので急いで歩いたため躓き、前方に

転倒し、右前のテーブル角に顔面を強打した。

67 140201
10～

29

3 16~17
床ワックスの剥離作業時に薬剤で足を滑らせてしまい、後方に転倒し、

頭・首・背中・腰・手首を強打し打撲した。
46 80409

300～

499

3 13~14
鋳造工場内で解枠バラシ作業時、金枠の吊りテングにチェーンを掛ける

時に身体のバランスが崩れ、金枠で膝を打った。
57 11001

30～

49



3 22~23
後片付けをしている途中でバランスを崩し、物につかまろうとしたし、

フライヤーの中に左腕を突っ込んだ。
60 140201 1～9

3 10~11

ビルメンテナンス清掃作業中、2F共用部の床の拭き掃除をしていた際、

塵取りを取りに行き作業を続行しようとしたとき、足を滑らせ転倒し、

右足首を骨折した。

79 150101
10～

29

3 18~19

発着場入口付近で、郵便物の取り戻し請求書の写しを郵便取り揃え台に

貼りつけようとした時に一部鉄板の床の部分があり、そこにおいている

郵便物のケースにつまずき腕から転倒し骨折した。

31 110101
100～

299

3 6~7

2Fキッズルームのカーペット清掃を終え、床下の靴を履こうと9㎝下の

靴に足を入れたところ、滑って転倒し、腰と太ももを強打し、左大腿骨

を骨折した。

71 150101
10～

29

3 14~15
当施設玄関にて、来客のため玄関の鍵を開錠しようと玄関に向かった

際、床で滑り転倒し、右手を床につき負傷した。
55 130201

100～

299

3 10~11 オリコン組み立て中に、オリコンを前に動かそうとして転んだ。 54 80109
100～

299

3 16~17

本社資材倉庫にて、建材を両手で抱えて運んでいる最中、誤って躓きバ

ランスを崩し、前方に転倒し、抱えていた建材（鋼材）で胸部を打撲し

た。

33 30203 1～9

3 11~12

派遣先である工場にて、ごみ捨てのために生ゴミ処理室に向かう途中の

前室廊下で台車を跨ごうとしたところ、バランスを崩し前のめりに転倒

した。 その際、積み重なった番重（高さ60cm程）にみぞおちを打ち付

け動けなくなった。

48 170101
100～

299

3 7~8

被災労働者は、アルミホイールの穴あけ作業を行う際に、排出される切

粉を切粉缶に投入する為、切粉が入っている箱（縦約40cm、横約

60cm、高さ約40cm）を両手で持ち、切粉缶の前まで行った際、手前に

板パレットが敷いてあったので、その上に乗って切粉を投入しようとし

たところ、パレットの溝に左足がとられて転倒し、左足首を負傷した。

51 11502
50～

99



3 11~12 事業所内で、移動中に足がもつれ前に転び、左膝を床につき受傷した。 66 80109 1～9

3 6~7 2階一般病棟でカーテンを開けようとして転倒した。 57 130102
100～

299

3 11~12

定期清掃作業中、作業員は会議室での床みがき機の操作の為、対面の廊

下コンセントを接続し会議室に戻る際に、廊下まで飛散した床洗剤にす

べり、右足を前に左足が横に曲がり、左足膝を強打した。

63 150101
30～

49

3 9~10

農業用水路改修工事現場で、型枠のコンクリート打設後の片付け作業に

おいて、型枠の内側からタル木の切れ端を持ち出している時、型枠を越

えようと足を型枠に引っ掛けて前に転倒し、左手首を負傷した。

61 30199 1～9

3 7~8

荷卸ろし場で、荷降ろし材の木口に色を入れる作業中、幅1m弱しかな

い隣のおろし場で丸太を卸しているトラックがいたが作業を続け、振り

返った際に丸太が当たりそうになり、腕で頭を庇いながら後ろに下がっ

たとき、足がもたつき転倒し、地面に尾てい骨を打撲した。

45 170209
10～

29

3 16~17
職場で洗濯後のタオルを棚に片付ける作業する際、足元にあった木製の

大きなまな板が立てかけてあるのに気付かず、つまずいて転倒した。
76 140201

100～

299

3 12~13
切込室で作業中、部屋に走って入ってきた人に気づかず、振り向いた際

に足が引っ掛かり転倒し、手首を床に打ちつけて負傷した。
63 10109

100～

299

3 9~10
工場内に指示書を渡して帰る途中、濡れていた床に右足を滑らせ、右ひ

ざから地面にぶつかり、救急搬送される。
40 10109

50～

99

4
21～

22

食器を下げる際に洗い場にて床で滑り、手にしていた食器等をカウン

ターに置いたとき、左手から転倒してしまった。
56 140201

100～

299

4
17～

18

1F到着ロビー付近にてお客様と一緒に帰着する便への搭乗手続き後、搭

乗口へ向かう際に滑って足を取られ、前のめりに肘から転倒し、左ひじ

を骨折した。

54 170101 1～9

4
17～

18

業務中の1F到着ロビー付近にてお客様と一緒に帰着する便への搭乗手続

き後、搭乗口に向かう際に滑って足を取られ、前のめりに肘から転倒

し、左ひじを骨折した。

54 90201
100～

299



4
13～

14

自席に座って業務中、業務について確認をするため責任者席に向かった

とき、右足首を捻り転倒した。
30 170209

100～

299

4
21～

22

F3ライン盛付室内のトレー洗浄機付近において使用の調理加工具材入れ

用番重の洗浄作業中に、移動時に足を滑らせて転倒し、尻もちと同時に

左手を着いた。 転倒した場所は滑りやすい状況であった。

68 10109
100～

299

4
21～

22

支店構内の駐車場にて、荷物の積み換え作業中に、トラック後部荷台近

くに側溝があり、夜間で足元が暗く見えづらかったため足が側溝に落

ち、右足膝を側溝に強打した。

46 40301
10～

29

4 6～7

バックルームで、店だしの為に商品を載せたカートラック（縦120cm×

横40cm×高さ170cm、重さ40kg）を引っぱっていた際、床のカーペッ

トが車輪に絡まって台車が急に止まり、その反動で転倒し、床で腰・背

中・首を打撲した。

62 80201
300～

499

4
11～

12

センター内調理場にて調理後の片付け作業中に、床から出ているコンセ

ント支柱（20cm）につまずき転倒し、右肘裂傷・頭部打撲傷を負い、

右肘2針縫合の処置をした。

53 10109
50～

99

4
11～

12

客室内の風呂掃除中、浴槽の奥側を拭いていた時、右足が滑って右手首

を骨折した。
66 150101

30～

49

4
11～

12

店舗内通路において、歩いている時に前掛けが引っ掛かってしまい、バ

ランスを崩して転倒し、右足膝を骨折した。
67 140201

10～

29

4
12～

13

作業場にて外壁材を持ち上げて移動している際に、地面の段差につまず

き外壁材を持ったまま転倒してしまい、地面に左手指が外壁材で押し潰

されて負傷した。 当日は痛みを我慢していたが痛みが悪化した。

51 30209 1～9

4
11～

12

会計のお客様の対応のため、急いでレジに向かった際、足がもつれて転

倒し、床に左手をつき、左肘の骨折及び左手首の打撲を負った。
56 80209

10～

29

4 8～9

スティックシュガーを製造する作業場にて、次の作業に取りかかろうと

包装機裏側へ回るため歩いていた際、床につまずき左肘および左膝を床

につき打撲した。

49 10109
50～

99



4
13～

14

所属事業所内の厨房で、営業終了後、社員数人でホールにモップ掛けを

していたところ、足を滑らせてしりもちをつき、身体をかばう為に右手

を床に強くついてしまった。 当初は骨折に気付かず、その後、右橈骨

遠位端骨折と診断された。

73 140209 1～9

4
16～

17

当社工場内で作業中、ダンボール（3kg程度）を持って運んでいた時に

つまずいて転び、右足の踝を負傷した。
52 10602

10～

29

4
13～

14

厨房内で洗浄中に、床に置いてある鍋・調理器具等を避けようとして、

濡れている床で転倒し、右手首を床につき骨折した。
67 140201

10～

29

4 7～8

3階居室にて知的障害者の健康プログラム説明時に、支援計画に納得出

来ず、興奮して1階玄関から無断で外出をしようとした利用者を追いか

け、静止を試みるも追いつけず、玄関の段差で身体のバランスを失い、

勢いよく玄関タイルへ右肩を強打し骨折となる。

47 130201
10～

29

4
11～

12

施設内の浴室にて、施設利用者の入浴介助後に浴槽を清掃をしていたと

ころ、しゃがんだ状態から立ち上がった際に転倒し負傷した。
33 130201

10～

29

4
11～

12

厨房で床の清掃作業中、床板（防止コート板）をはずして汚れた水を流

そうとしたところ、濡れていた床で左足が滑ってしまい、板をはずした

穴の部分に入って転んでしまった。 その際に左腕と左足及び左脇腹を

打ち、肋骨骨折と左腕と左足に打撲を負った。

67 140101
30～

49

4
18～

19

退勤後、センターのプラットフォーム（トラックが荷物の積み下ろしを

おこなう場所）から踏み台へと降りようとして、プラットフォームで足

を滑らせて地面へと転落し、左手首を負傷する。

48 80401
100～

299

4
19～

20

構内にて大型トラックへの小物を積み込み終えた後、足を滑らせ転倒し

た。 当初は右足が少々痛い程度で歩行に問題もなかったが、後日に骨

折が判明した。

65 170101
300～

499

4
12～

13

倉庫にて商品整理の際に、ダンボール箱を移動中に転倒し、プラ鉢の

入っているダンボール箱に右腕を強打して転び、右腕を3ケ所骨折し

た。

63 60101 1～9



4
13～

14

ポット土詰め作業場において、空のポット容器を搬出作業中に、下に置

いてあったポット容器につまずいて、前のめりに転倒した。
65 60101

10～

29

4
11～

12

調理場にて清掃作業中に転倒し、両手で物を持っていたため、そのまま

腕を強打した。
70 140101

10～

29

4
14～

15

作業員出入口横の花壇で、柵の設置を説明している時、花壇の土の盛っ

てある所と溝のふちを歩いていた。 溝に車を寄せて停めてあり、狭く

足場も不安定だった為盛り土に足をのせた時、滑り太ももを溝のふちに

ぶつけて体勢崩し、右手を伸ばしたまま手をつき肘を痛めた。

53 140101
10～

29

4 5～6

本社工場厨房において、連続式フライヤーを掃除する際に油槽に溜まっ

ている油を一時的に移しておくタンク（縦1m横1m高さ50cm底に車輪

が着いた物）を本来ならば手で動かさなければいけないのに足で動かそ

うとしたところ転倒して負傷した。

69 10109
300～

499

4
15～

16

客先構内において、トラックへの空ドラム缶の詰め込み作業を終え、ア

ウトリガー（車両を支える装置）と、その敷き板を片付けていた。 運

転席側のを格納し、助手席側へ小走りで移動する際に滑り、左膝をつく

ように転倒し、左膝を負傷した。 当日は雨が降っていてコンクリート

の地面が滑りやすい状態だった。

44 80109
30～

49

4 2～3

ホテルの客室で通常の客室清掃時にベット宮上部の腰窓を閉め、床面に

着地する際、バランスを崩し転倒した。 （ベット・ベット宮の高さは

40～50cm） 転倒の際、右手首を床面につき、右手首を陥没骨折した。

52 140101
10～

29

4
10～

11

工場作業場内で羊腸の脱塩作業をしていたときに、流し台（シンク）に

水を引き込むホースに足を引っかけ転倒し、ひざから地面につき骨折し

た。

56 10101
30～

49

4
11～

12

研究棟の内装解体を行っていた時、3階のフロアー中央で解体作業中

に、長尺のカーテンボックスの上部の枠（W300L5000T30）の板を運び

易くする為に継手部分で2つに折ろうとした。 セーバーソーが近くに無

かったので扉のサッシ部の上に板を置き上に乗って折ろうとしたとこ

ろ、塗装がしてある面で足を滑らせコンクリート床面に尻もちをつい

64 30106 1～9



た。

4 7～8
盛り付け室内で清掃後の片付けをしている際に歩行中転倒し、床面で右

手首打撲、頭部打撲及び内出血にいたった。
66 80209

100～

299

4
15～

16

手術室内で関節鏡下腿修復術を行っていた際に、関節手術用灌流液（ア

ルスロマチック）を交換するために保温庫に向かった。 その際、床に

こぼれていた灌流液で足が滑り、転倒しないように足に力を入れたがひ

ねっていまい、左膝から転倒した。 床には給水マットがひいてあった

が、少し離れた位置であった。

39 130101
100～

299

4
22～

23

浴場女湯の桶を整理するために、カランのそばを歩いていた時に足を滑

らせて転倒し、尻もちをついて尻と腕をぶつけ、尻全体を打撲し、左手

首にあざができた。

51 130301
30～

49

4
10～

11

菓子製造作業中、工場内の溝（排水の溝）に足が入り、挟まりバランス

をくずして転倒し骨折した。
70 10104

10～

29

4
23～

24

エアコンのフィルターをはずそうと背のびをして作業をした際、バラン

スをくずし転倒し、左足をねじった。
59 170209

300～

499

4
12～

13

調理場内で調理場前方の下げ物台に向かって移動中、足を滑らせて後ろ

向きに転倒し、右腕をつき負傷した。
59 140201

30～

49

4
10～

11

当施設内1階一般浴室の脱衣場にて、浴室で使用するボディソープの

入ったダンボールが空になったため、廃棄処理のために両足でダンボー

ルの上に乗り潰していた際に足が滑り転倒した。 転倒の際に左手が床

につく状態になり、左橈骨を骨折、左手関節を打撲・捻挫した。

63 130201
50～

99

4
13～

14

当社工場内にて、塗装ラインで塗装用の製品のフック掛け作業中、塗装

ラインの台より降りたところ（高さ約50cm）バランスを崩して地面に

尻もちをつき、腰椎を圧迫負傷した。

63 11209 1～9

4
11～

12

室内で作業準備のため衣装ケースの中にあるネットに入った物品を取り

出し空になったケースを両手で持ち、身体の向きを変え一歩踏み出した

とたん、身体の右側から床と椅子の足に向かって転倒し、右手に激痛を 63 130201
10～

29



感じた。 原因として、ネットのヒモが足元にあり引っ掛かった可能性

がある。

4
18～

19

仕事を終えて手洗いをしようと手洗場に行った時に、足元に敷いていた

ベニヤ板が雨で濡れており、滑って転んで左手をついた。
41 40301

30～

49

4
17～

18

工場に出張中に包装室内Dライン脱水機の調査中、3段ステップにて脱

水機内部を確認していたときに、ステップから降りたが他に気に掛かる

部分があり、振り返り、脱水機を見上げながら移動しようとした際に業

務用計量機掻き上げの移動用レールにつまずき転倒した。

63 10109
100～

299

4
14～

15

当社工場内にてバラシ作業中、製品を持っていたため足元が見えず、台

車につまずき転倒し左膝を負傷した。
38 10805

30～

49

4
16～

17

ご利用者様の散髪後、後始末の際に外の洗濯干し場でシートをはらって

いる時、風が吹き目に入りそうになったため目をそらした瞬間に転倒

し、段差がある事を認知していなかったので左肩から落ちて一回転し

た。

68 130201
10～

29

4 0～1

店内厨房シンク付近で、金庫付近でキャッシュワーク作業後、厨房内に

戻ろうとシンク付近を通る際、モップがけを実施した直後の濡れた床に

で足を滑らせ、体勢を崩して転倒し、右足首を内側にひねり、右足首く

るぶしのじん帯を損傷した。

38 140201
50～

99

4
14～

15

海上にある養殖場で消毒作業中、パイプとフロート（浮き）の上を歩い

ている時（波はなくなぎの時）にフロートの隙間に足を滑らせてしま

い、体勢をくずし、手で支えようとしたが間に合わず、パイプに肩を

打った。

43 70209
10～

29

4
10～

11

3m高さの水槽車の上でケージの中に入れたタイを水槽の中へ入れる作

業中、ぬれた床面で足を滑らせてバランスを崩し落下し、右足じん帯を

損傷した。

40 40301
10～

29

4 8～9
網替作業のため網船に替網を積み込む作業中、誤って後ろに転倒し、網

船の右舷側の舟べりで腰を強打した。
72 70201

10～

29



4
11～

12

失禁した利用者の衣類を片付けるために脱衣室へ行き、脱衣籠に衣類を

入れ戻る際に床に敷いている保護マットが動き、体勢を崩し転倒した。

その際に、左手で受け身を取り左手首を骨折した。

62 130201
10～

29

4
9～

10

会社の土場で資材の片付け中につまずき左肩を資材にぶつけて負傷し

た。
68 30201

10～

29

4
16～

17

ねぎ洗いが終わり部屋の電気を消す為移動中にスイッチの横にあるテー

ブルに手をつこうとし、つきそこない左足から前に転んでしまった。
59 140201

10～

29

4
15～

16

河川の川床で、資材の片付け作業中、荷物運搬中に川床に足を滑らせ、

河原の石につまずいた際足首をくじいた。 又その際しりもちをつき掘

削口へ滑り落ちた後、頭部を打った。 作業していた場所は足元が粘性

土で常に湧水があり滑りやすい状況だった。 なお、保護具（ヘルメッ

ト・手袋・安全靴）は全て着用していた。

55 30199 1～9

4
15～

16

鰹節製造工場内において、魚を並べるせいろを乗せた台車を押して工場

内を移動中、コンクリート床が濡れていたため、滑って後ろ向きに転倒

し、腰部・背中を強打した。

59 10102
30～

49

4
16～

17

利用者の部屋の窓とカーテンを閉めて周っていた際、部屋の入口付近の

床が水でぬれており、足を滑らせて転倒し、肘を床に打ちつける形で転

倒し、右肘を骨折した。

57 130201
50～

99

4
18～

19

キッチンで洗い物をしていたところ、トイレのコールが鳴り続けていた

為に対応しようと急いで駆け付けたため転倒し、滑って壁に左肩を強打

し骨折した。

62 130201 1～9

4
9～

10

バス停前において交通誘導警備中、電線工事車両（トラック）の誘導の

ため後ろ向きで後退している際、段差につまずき転倒し、左足首を負傷

した。

59 170201
100～

299

4
11～

12

11番ホールグリーン上でお客様のボールを拾い上げようとした時に左足

を滑らせ転倒し、腰を痛めた。
51 140301

50～

99

15～
さんま加工場にて、さんま加工品の前処理終了後の清掃中、洗剤を取り

50～



5
16

に行く際に作業現場の床がさんまの影響によりぬるぬる状態だったため

転倒しそうになり、手をついた際に手首を骨折した。

68 10102
99

5
13～

14

小学校共同調理場厨房内で、下膳された温食缶を両手に持って運んでい

たところ足を滑らせて転倒し、左背部を床に強打した。 床は濡れてお

り大変滑りやすい状態であり、転倒した場所は、床がグレーチングに向

かって緩やかに傾斜していた。

43 120109
10～

29

5
14～

15

洗浄室で用具の洗浄作業中、洗浄済みの用具をカートの上部分に乗せよ

うとした時に床面が濡れていたため、足を滑らせ後方に転倒した。
44 10109

30～

49

5
12～

13

当社厨房内で洗浄後の番重（470㎜×350㎜×110㎜）を所定の棚に片付

け作業中、棚の前の床に肉を入れるケース（570㎜×350㎜×90㎜）が

置いてあるのに気付かず、ケースに左足を引っ掛け転倒し、床に左足外

側を強打した。

55 140201
30～

49

5
11～

12

病院栄養科調理室にて、下処理台から配膳車に向かうため小走りで移動

していた時、濡れた床で足が滑り左前方に前のめりに転倒し、左手を床

について左肘に負荷がかかり負傷した。

25 130101
500～

999

5
16～

17

デイケアホールの一角で、高さ32㎝の小上がり（畳）に上がり、カーテ

ンを閉めていた際、1m離れた場所にあるカーテンまでは、小上がりが

無い事に気が付かず、足を踏み外して右足の指と左膝を負傷する。

55 130201
50～

99

5 7～8
足元の後ろにパレットがあり、リーダーの方を向いたまま後退りした時

に躓き転倒した。
65 10109

10～

29

5
14～

15

昼休憩時間中、食堂フロア内をフロア用のスリッパを履いて食事をとり

にカウンターに行く途中、昼食提供時の食器洗浄時のシンクからの跳ね

水が床に飛んでいるのに気が付かず、歩行した際に滑り転倒し、背中と

頭を打った。

43 80209
10～

29

5
19～

20

ベーカリー作業場のフリーザー内で積まれた荷物を下ろしている際に、

フリーザー内の床が滑り易くなっており、滑って右足をくじいた。
33 80209

300～

499

5
11～ 一輪車でモルタルを運搬中、段差のある不安定な場所でバランスを崩

24 30309
10～



12 し、左足首を捻挫した。 29

5
13～

14

事業場内にて荷物の仕分け作業中、パレットに荷物を持って載せる際、

床に置いてある空のパレットに足を滑らせ左手から地面に着き、左手甲

を痛めた。

26 50101
30～

49

5
14～

15

当社加工工場冷凍庫内において、製品整理中に床が凍っていた為、足を

滑らせて転倒し、左膝を骨折した。
71 10101

30～

49

5
13～

14

ゴルフ場コース内第18番ホールにてキャディ業務中、グリーン手前でお

客様の打ったボールが右斜面に飛んで行き行方が分からなくなった為、

お客様の打ったボールをクラブを持ったまま探しに斜面を下って行っ

た。 木の周りで落ち葉があったのと急いで下ったため足を滑らせて左

手にクラブを持ったまま転倒した。 その際、クラブが斜面に引っ掛か

りテコの様に左手を圧迫し、激痛があった。

47 140301
30～

49

5 8～9
2番ホールフェアウェイセカンドショット地点でスプリンクラーに足を

取られ右の足首を捻ってしまった。
58 140301

50～

99

5 8～9
屋内駐車場へモップを取りに行く際、雨が駐車場床に吹き込んでいたた

め滑って転倒し、右目まぶたを切り、右手首を2ヶ所骨折した。
73 150101

10～

29

5
12～

13

出勤時に納品口に水が溜まっていたため転倒し、床に右腕を強打し骨折

した。
58 80209

100～

299

5
23～

24

ヘルプ先である店のバックにて床清掃作業をしていたところ、足を滑ら

せ転倒し、その際に右膝を床に強打し、右膝関節症を負う。 様子を見

ていたが痛みが治まらなかった。

26 140201
10～

29

5
16～

17

作業場内にて食材を数種類混ぜ合わせる配合という作業をしていた時、

食材を開封しようと移動した際に足を滑らせ、柱に手をついたとき右手

中指を骨折した。

47 10109
100～

299

5
10～

11

貸切勤務の途中、駐車場にてバック誘導の際、地面のくぼみに左足をと

られ足首を捻ってしまった。 乗務中は大幅な痛みは感じず乗務を継続

した。

55 40202
50～

99



5
19～

20

宴会の片付け作業中に、椅子が10脚重ねられたカートを後ろ向きに運ん

でいたところ、パーテーションが置かれていることに気付かず、パー

テーションの脚に自らの足をのせてしまい、後ろ向きに転び、腰を打撲

した。

59 140101
100～

299

5
15～

16

ベアリング部品の研磨作業に従事中、部品が入っていたコンテナボック

スが空になったので、空箱を整理していたところ、箱に溜まっていた潤

滑油（ベアリング部品に使用していたもの）がこぼれて床が滑りやすく

なっており、被災者が滑って転倒した。 転倒の際、左膝を捻って靭帯

を損傷した。

32 11502
100～

299

5
14～

15

職場である店内にて移動中、入口付近にて左に曲がる際に床で滑り、顔

の左側と左肘を床に打ちつけた。
64 80109

30～

49

5
20～

21

業務終了後、更衣室に行く前に自転車の鍵が、いつも入れているポケッ

トに入っていなかった為、自転車に付いたままだと思い確認のため敷地

内にある駐輪場に行く途中、暗くて足元が見えず、段差を埋めた坂に

なっている所で躓き転倒した。

64 140201
10～

29

5
16～

17

第一加工室において、食材の処理等を終え、作業台や作業台周辺等を洗

浄していたところ、足を滑らせバランスを崩し転倒した。 そのまま作

業を続け帰宅するが、翌日に痛みがひどくなった。

53 10102
50～

99

5 7～8

勤務中、急病人発生の連絡を受けたため、折りたたんだ状態の車椅子を

押しながら3両目に向かっていた。 2両目付近で車椅子の前輪が点字ブ

ロックに引っ掛かり、バランスを崩して転倒した際、左膝を強打し負傷

した。

59 40101
100～

299

5
17～

18

工場内を警備巡回中に足を滑らせ転倒し、頭部を床にぶつけて負傷し

た。 その後も巡回を続けたが出血があった。
69 170201

500～

999

5
15～

16

介護利用者宅において入浴介助の後、浴室（脱衣場）の清掃中に、床面

の水滴により滑って転倒し、右大腿骨転子部を骨折した。
52 130201 1～9

10～
入浴介助時、風呂場で利用者を2人介助中（車椅子からストレッチャー

50～



5
11

に移動）施設していのサンダルを着用していたが、床が濡れていたた

め、バランスを崩した時に肋骨を骨折した。

38 130201
99

5
10～

11

入浴介助時、風呂場で利用者を2人介助中（車椅子からストレッチャー

に移動）施設していのサンダルを着用していたが、床が濡れていたた

め、バランスを崩した時に肋骨を骨折した。

38 170101
100～

299

5 7～8

清掃業務を行うべく館内に入り、7階のエスカレーターの周りのシャッ

ターの鍵を開ける際、4ヶ所目の鍵を開けに行くときに右足が躓き前の

めりに転倒した。

71 150101
50～

99

5
15～

16

惣菜作業場においてコロッケを揚げる作業に取り掛かろうとしたとこ

ろ、床に落ちていた油で足が滑り転倒し左膝を強打した。 当日は様子

を見ていたが翌日になっても痛みが引かなかった。

49 80201
30～

49

5
17～

18

マネキンの着せ替え作業中、服を着せたマネキンの全体のバランスを確

認しようと少しずつ後ろに下がっていたところバランスを崩し転倒し、

受け身をとった際に右手首を骨折した。

19 80209
100～

299

5
13～

14

地下2階厨房内の野菜洗い場にて、サラダの為の野菜をカットしようと

洗った野菜の入った箱を取ろうとしたところ、足元が滑り転倒し、腰、

背中、右腕を打った。

56 140101
300～

499

5
11～

12

翌日に焼く予定の穴子原料を解凍機からプラスチック容器に移し替える

際に転倒し、右肩と右腕を強打した。
66 10102

30～

49

5
9～

10

給湯室に用事のため入室した際に、コンクリート床が濡れていたのに気

付かず、滑って転倒した。 その音を聞いた他の職員が駆け付けてく

れ、立ち上がることが出来た。 そのあと昼まで仕事をしたが、左肩の

痛みがひどくなった。

50 130201
10～

29

5
17～

18

マネキンの着せ替え作業中、服を着せたマネキンの全体のバランスを確

認しようと少しずつ後ろに下がっていたところバランスを崩して転倒

し、受け身をとった際に右手首を骨折した。

19 80209 1～9

5
10～ 製品の荷降ろし中に、前方安全確認不足により、荷受ローラーに躓き転

32 80109
50～



11 倒し、荷受ローラーのふちの部分に頭部を強打した。 99

5
10～

11

空の発泡スチロール4段を持って片付け中、作業場の床に落ちていた物

を踏んでバランスを崩し、後ろ向きに転倒した。 床にぶつけ左腰を打

撲し、左腰背骨横にひびが入った。

55 80201
300～

499

5
14～

15

ユニットバス浴槽清掃中、浴槽のふちに左手を置き右手にスポンジを

持って清掃していたところ、足元を滑らせてバランスを崩して倒れ、左

手を浴槽床についてしまった。 その時に親指を内側にしてついてしま

い痛みが出た。 痛みがあるが仕事を続けていたところ、痛みが強くな

り、ゴム手袋がパンパンになるほど腫れた。

62 150101
30～

49

5
13～

14

当事業所デイサービス施設内の浴室で、利用者の入浴準備をしている

時、濡れた浴室の床タイルに足を滑らせて転倒し、右手をついて負傷し

た。

58 130201
10～

29

5
11～

12

店舗内で冷凍庫から商品を取り出す際、冷凍庫の取っ手を持ち扉を開け

ようとして力を入れたときに手が滑り、後方に転倒してしまった。 開

店準備中だったため、後方に野菜コンテナ（プラスチック製50㎝×40

㎝、高さ40㎝）が置いてあり、そこに右脇腹を強打した。 その後、痛

みはあったが仕事を続けた。

66 80209
10～

29

5
15～

16

プールオープン前のプール清掃中、床が苔でぬめっていて足を滑らせ転

倒し、右手をついて骨折した。
76 170209 1～9

5
11～

12

鮮魚作業場にて清掃中、床のぬめりで転倒して右手首を骨折し、右腕を

打撲した。
66 80209

30～

49

5 8～9

個人宅の庭の消毒に行くため、倉庫にて準備をしていた際、工具を取る

ために移動していたところ、地面にあったビニールシートに滑り右手で

地面をつき、右手首を負傷した。

63 60101 1～9

5 8～9

当該工場東側バラエティライン取出し口付近で、18段積んである1番上

の空ケースを左手に2ケース、右手に1ケースを持って方向転換して作業

場に戻ろうとした時に、右足が滑って両手にケースを持っていたため、
57 10109

100～

299



手をつけず左肩を床に打ち脱臼骨折した。

5 8～9

綿棒消毒剤包装室で、作業台上のものを取ろうと作業台に近付く際に、

平らな床面だが安全靴で滑りが悪くて躓いた。 そのまま前のめりにな

り勢いがあるまま作業台の角で頭を打ち、同時に倒れ込んだ際に強く膝

を打った。

27 10803
100～

299

5
11～

12

店舗内の調理場で米の研ぎ汁を排水する作業の際、米の研ぎ汁を排水す

るためマンホールを空けていて移動する時に足を突っ込んで倒れ、手を

強打して左手の甲を骨折した。

42 80209
10～

29

5
14～

15

個人宅解体工事現場にて、解体作業中に1階屋根の上から散水していた

ところ、解体していたブロック片が崩れてきて、はずみで後方へ倒れて

しまい、後頭部、肩、首を打撲した。

64 30209 1～9

6
10～

11

当社被災従業員が客室清掃作業中、ユニットバスのバスタブの洗浄中に

足元が濡れていたため滑ってしまい、体勢を崩してバスタブの縁（角）

に右脇腹を打ちつけ負傷した。

52 140101
50～

99

6
15～

16

入浴棟で入浴介助が終わって片付けている際、床が濡れているので注意

して歩いていたが、浴室と脱衣所の間のステンレスの所で滑って転倒し

た。 その際、左半身を下にして倒れて左肘を床に打って捻った。

35 130101

1000

～

9999

6
11～

12

食品庫から食材を取り出し厨房に持ち帰った時に、厨房の入り口にある

洗い場の床が濡れており、濡れた床に足を滑らせて転倒し、その際に右

脇腹を負傷した。

66 140201
10～

29

6
12～

13

冷凍庫内奥の通路にて、ピッキング作業中、うつ伏せに転倒した。（転

倒理由不明） 社員が異音に気付き発見した。 意識がない状態だった

が、すぐに取り戻し台車にて庫外へ搬送した。 その後、当社担当が到

着し、自分の車で休んでいた本人と話す。 目立った外傷や痛みなどが

ないとの事で自宅に送り届ける。 翌日自宅に伺うと、本人は自室にて

意識不明の状態であった。 119番通報後、救急車で病院へ搬送した。 意

識が戻らないまま、後日容体が急変し死亡に至る。

57 80401
30～

49



6 8～9

社内休憩室にて清掃作業中、使用している掃除機の電源コードをずらそ

うと移動していた。 その際、コードに足が引っ掛かってしまい前方に

転倒し、床に両膝を打ちつけてしまい、左膝が腫れ上がってしまった。

63 10109
300～

499

6
20～

21

レストラン店舗内、デザートの注文の品を冷蔵庫から取りに行った際、

コックシューズがまだ届いておらず、スニーカーを履いていたため、

滑って転倒し腰を打った。

40 140201
30～

49

6
14～

15

会社事務所内において事務作業中、資料を取りに移動する際、電話線に

足がからまり転倒した。 転倒した際、右手を床について体を支えよう

として、右肩に体重がかかり負傷した。

54 80409
30～

49

6
16～

17

パーキングエリア内にて、トラックの積み荷を固定していたロープのゆ

るみを締め直そうとして引っ張った時、手が滑り、後ろに転んだ。 転

んだ時に右手を地面につき、右手首を痛めた。

44 30199 1～9

6
17～

18

店内キッチンにて掃除をしている時、水に濡れていた床に滑り転倒して

しまった。 その際、右膝を強打して骨折した。
29 140201

10～

29

6
9～

10

当社苗栽培ハラスで出荷作業中に、床面くぼみに足をとられ転倒した。

その際、右足くるぶしを骨折した。
50 60101 1～9

6
11～

12

障害者支援施設において、女子トイレを清掃している際、濡れた床で

滑ってしまい転倒し、左側腰から足首にかけて強打した。
65 130201

100～

299

6
13～

14

空トロリーを引き込み作業中に、レールのコーナー部で足を滑らせ、バ

ランスを崩して転倒した。 転倒した際、床に左手を着いた時、左手首

を負傷（橈骨骨折）した。

34 150105
100～

299

6
14～

15

店のバックにて肉鍋前を移動中、グレーチングの蓋の上で滑り転倒し、

前のめりで左膝を強打し、打撲を負った。
44 140201

10～

29

6
9～

10

マンション新築工事現場にて、スタイロフォーム張りの際、隙間目張り

作業中に、雨で濡れたスタイロフォームを踏み、足元が滑り転倒した。

その際に、左膝を打ち負傷したものである。

64 30201 1～9

二人一組で作業中、相手がしゃがんで作業をしている後方を通り抜けよ



6
10～

11

うとしたところ、相手の足に躓き転倒し、近くに設置されてるプラス

チック製の容器に頭部を強打した。 しばらく自宅で安静にしていた

が、体調が悪化し、頸椎6番骨折との診断を受ける。

58 170101
100～

299

6 3～4

勤務場所である第3病棟にて、不穏な入所者がいたので、落ちつかせる

ため病室に入る際、床に敷いてあるマットに足をとられ転倒し、左膝を

打撲した。

60 130201
100～

299

6
9～

10

浴室清掃の際、浴槽内に入り洗剤を使用し清掃していたところ、滑って

転倒し、咄嗟に右手を床に着いてしまい負傷した。
60 150101

100～

299

6
11～

12

工場内で、商品の箱詰め作業前のラベルチェックをしている際、先方社

員に管理表との突き合い作業をお願いしようと呼びに行ったところ、作

業場内に置いてある商品が積まれたパレットに躓き、転倒を防ごうと出

した右手で商品の入っている箱を突いてしまった。

54 170101
500～

999

6
16～

17

キッズ売上レジ内でサッカー作業後、売場に戻ろうとした際、後ろに下

がった時に人に気付かず躓いて転んでしまい、右肘を脱臼した。
49 80201

500～

999

6
14～

15

店舗厨房にて、キャリーボックスを運んでいた時、床が滑りやすかった

ため転倒してしまい、左手首を打撲した。
65 140209

50～

99

6
10～

11

オープン準備中、各部屋の電源を入れていた際に、3階パントリーの床

が濡れていたため、誤って滑ってしまい転倒し、左肘を捻挫したもので

ある。

45 140309 1～9

6 8～9

支店構内において、書類の仕分けを完了し、シャッター付近に停めてい

る委託の車に荷物を届けようと小走りしたところ、躓いてしまい転倒し

た。 その際、左肩と左腕を地面に打ったものである。

51 40301
50～

99

6
10～

11

1階の廊下から事務所に向かって歩いていた時、室内用靴の履き口が浅

く、靴底のゴムが廊下のPタイルのブレーキになり、全身で倒れ、足の

膝は廊下に、肩はドアの枠に打った。 その時は痛かったが、仕事に支

障は感じなかった。 後日、徐々に痛みが増して不安になっていたとこ

ろ、勤務中に階段を下りようとしていた時に激痛があり、歩くのがやっ

66 130201
30～

49



とになり、次の日の起床後、前日より悪化し歩けなくなり、救急搬送さ

れた。

6
15～

16

作業前の発泡スチロール置場の床が濡れており、通行した際に滑って転

倒した時、右手を床について体を支えた。 当日痛みはなかったが、翌

日に痛み、しびれが出た。

55 80209
100～

299

6
15～

16

第一センターから第二センターに向かう連絡通路でつまずいて転倒し

た。 その際、左手で支えようとしたが支えきれずに、左鎖骨を強打し

た。

43 80401
30～

49

6
13～

14

被災者はコンビニエンスストアでの勤務中、番重台車を使うため、店舗

の外へ取りに行き、両手に1台ずつ台車を持って店内へ戻ってきた。 そ

の際、店舗の床面で左足を滑らせて、咄嗟に左手を床面につき負傷し

た。

26 10104

1000

～

9999

6 8～9 朝、仕事場で準備をしている際、走って転倒してしまった。 24 150101
10～

29

6 5～6
朝刊宅配作業中、10㎝～15㎝位の段差で足を踏み外し、転倒して負傷

した。
58 80205

10～

29

6
17～

18

事業所内の廊下を歩行中、8㎝程の段差を踏み外して転倒した。 その

際、左足の脛と踝を負傷し、左腓骨外果骨折と診断された。
60 130101

100～

299

6
11～

12

当該事業所において、被災労働者が、昼食の配膳が終わったため配膳車

を引いて病棟の廊下を移動していた際、人通りが多かったため配膳車を

止めて待機しており、人がいないことを確認して動き始めたところ、足

がもつれてしまい転倒した。 前のめりに転んで両膝を床に強打し、負

傷したものである。

61 80209
10～

29

6
14～

15
事務所からリビングへ出ようとした時に、同僚の足に躓き転倒した。 61 130201 1～9

6
11～

12

入浴介助終了後に風呂場で清掃中、滑って両脚が開いた状態で尻餅をつ

き、転倒した。
56 130201

100～

299



6
9～

10

店内（日配コーナー）で日配品出し中に、床に置いてあるダンボールに

躓いて、商品が置いてある所に左胸部、左腕を打った。
49 80209

50～

99

6
15～

16

団体焼肉宴会の後片付けの作業中、お盆で食器類を下げようとしたとこ

ろ、油か何かの液体で滑り易くなっていた床面で足を滑らせ、食器を

持ったまま左肩から床面に転倒し負傷したものである。 （両手でお盆

を持っていた為、受け身を取ることができなかった。）

50 130301
50～

99

6
10～

11

施設内特殊浴場脱衣所において、利用者の入浴介助作業中、入浴後に利

用者をシャワーベッドから脱衣所のベッドに移動させ、シャワーベッド

を浴場洗い場へ戻そうとした時、床が濡れていたため左足が滑った際に

負傷した。 当初、痛みがあまりなかったため定時まで就業したが、帰

宅後に痛みが増した。

40 130201
50～

99

6
11～

12

保育園2階保育室手洗い場前で、保育作業中、子供にペーパータオルを

渡す時に、子供が取り出した踏み台が、普段はない場所に置かれてお

り、踏み台に躓き、前方に立っていた子供を避けようと右側へ身体を反

らした状態で転倒してしまった。

59 130201
10～

29

6 8～9

自工場内において、マシニング機械の調整作業中に、本体側の状態を確

認した後、コントロールボックスの操作に行く途中で鉄板蓋の上を走行

した時、雨の湿気と機械油で鉄板上が滑り易くなっていたことと、安全

靴が耐油性でない普通の安全靴で走行していたため、右足が滑り後方に

倒れた際、左足首を捻り骨折した。

49 11209
30～

49

6
22～

23

店舗客席にて、片付け中に客席を回っていたところ、客席の椅子に引っ

掛かり、足をとられて転倒し、左肩を受傷した。
76 140201

100～

299

6
14～

15

当社工場中央部に設置された脱水機を用いて、カセ糸の脱水作業に従事

していた。 脱水を終えたカセ糸を脱水機横のカセ糸置場に取り出して

いた際、脱水機下の排水溝の蓋の隙間に長靴を履いた右足先が嵌まり、

慌てて抜こうとしたところ右足が長靴から少し脱げ、バランスを崩した

体勢で右足に体重がかかり、転倒した。 その際、右膝を捻り受傷し

た。

30 10204
10～

29



6 5～6
施設内において、モップで拭き掃除をしており、床が濡れていた為、足

を滑らせて転倒し、左腕を骨折した。
68 130109

10～

29

6
16～

17

調理室の裏口の戸を開けて、ゴミ箱が置いてある場所で90?入りのゴミ

袋に入っているゴミをゴミ箱へ入れようとした時、10㎝程度の段差で足

を滑らせ足首を捻り、自然と崩れ落ち、なかなか起き上がることが出来

なかった。

66 130201
50～

99

6
9～

10

肉下処理室冷蔵庫にスライスされた肉が入ったバットを運び入れ、振り

返った際に転倒し、臀部を床に打ち付けた。 （床は濡れていて滑りや

すい状態だった）

56 10109
300～

499

6 2～3

店内にて、厨房グリル付近でグリルの清掃中、グリルサイドにある油受

けを持った状態で、油が付着している床で足を滑らせ体勢を崩し、床に

右肘を強打し、右手中指・薬指を油受けで挟み受傷した。

40 140201
50～

99

6
15～

16

買い場で一人で踏み台に乗って品出し中、お客様に声を掛けられ振り向

いたところ、足を踏み外し転倒した。
53 80201

50～

99

6 2～3

ガソリンスタンド敷地内の巡回後、サービスルームに戻る際、サービス

ルーム前の段差で転倒し、右足を捻り、臀部を打撲した。 現場は雨で

滑りやすくなっていた。

25 170209 1～9

6
13～

14

厨房内にて作業中、冷蔵庫から食材を取ろうと移動していたところ滑っ

て転倒し、両膝を強打した。
45 140201

30～

49

6
17～

18

本館棟（工場）カット処理区間入場口において、作業終了後に長靴等を

着脱する入場口のフローリング部分で、足を滑らせ転倒し、背中を強打

した。 尚、以前より私傷病（頸部捻挫、背部挫傷（下部））にて通院

加療、経過良好であったところを本件にて疼痛増大した。

28 150105
100～

299

6
12～

13

店舗1階の青果バックヤードにて、ステンレス製の排水溝の蓋が濡れて

いることに気付かず、蓋の上を歩いたところ、足を滑らせ転倒し、右手

首を捻った。

64 80209
50～

99

被災者は、空のドラム缶を横にして両手で持ち、高さ800㎜の置き場へ



6
11～

12

置いたところ、足がふらつき後ろに転倒した。 病院での診察の結果、

熱中症の恐れがあると言われた。 しかし、夕方になっても手足が動か

ないので、別の病院へ検査しに行くと、もともと中枢神経が圧迫されて

いたが、転倒した際に更に圧迫したのではないかと説明を受けた。

68 11501 1～9

6
17～

18

1階部分にて拭き掃除を行っている際、床の水分に足をとられて転倒

し、尾てい骨と頭を打った。 また、倒れる瞬間に右手をつき、右手親

指下を骨折した。

82 150101
100～

299

6 8～9
レジの準備のため、菓子売場通路を通行中、水拭き清掃後の床拭き残し

に足を滑らせて転倒し、腰を強打した。
68 80209

500～

999

6
10～

11

工場入口の門辺りを放水作業中、ホースに躓いて転倒し、コンクリート

地面に左膝を打った。
48 10109

10～

29

6
10～

11

製造3課佃煮棟の計量室で、検査用のサンプルを採取する作業中に、湿

度が高く結露して滑り易くなっていた床に足をとられて転倒し、手首を

負傷した。

56 10102
100～

299

6 8～9
浴室前で掃除中、モップの水滴が落ちているのに気がつかず、掃除機を

両手で持ち、場所を移動している最中、滑って右側に転倒した。
55 130201

10～

29

6
9～

10

自社資材置き場にて、資材の片付け作業を行っていたところ、塩ビパイ

プを移動した際に、雨で濡れた地面で足を滑らせて転倒し、左肩部を脱

臼した。

70 30199
30～

49

6
22～

23

キッチンにて食材の仕込み中に、材料を冷蔵庫へ運んでいた。 その

際、床面が洗い物で跳ねた水滴で濡れており、それに気付かず両手がふ

さがった状態で転倒し、床に肩を強打した。 その後、痛みが強くなっ

た。

51 140201
10～

29

6
11～

12

当事者は県外から到着した航空コンテナを取り回し、荷物を供給する作

業を行っていた。 航空コンテナの向きを切り替えし、供給口に移動さ

せようとしたコンテナを押した際、床が濡れているのに気付かず、力を

入れた瞬間に足が滑り転倒した。 その際に右肩を床に強打したことに

51 110101
500～

999



より負傷した。

6
9～

10

客室清掃中、ベッドから剥がしたシーツが足に絡みつき転倒した際、左

手で側にあった戸棚の取っ手で支えようとして掴んだ時に、左手小指を

骨折した。

62 150101
300～

499

7 5~6

B棟居室内で利用者の起床介助中に、更に別の利用者からのナースコー

ルがあり、その利用者をトイレへ誘導した後、前の利用者介護のため、

廊下に戻る際、つまずいて転倒し、左ひざ・右ひじを強く打った。 直

後強い痛みがあった。 レントゲンの結果、骨折はないが、腫れ・痛み

がある。

55 130201 ―

7 17~18 業務中、バランスを崩し、転倒。 29 80409
10～

29

7 11~12
厨房内で食材を運んでいる時、何かにつまずいたがトレーを持っており

両手がふさがっていたため、転倒し右膝内側靭帯を損傷した。
56 80209 1～9

7 15~16 会社の倉庫内で整理作業中、段差につまずき転倒し、右膝を打ち損傷。 30 30203
10～

29

7 8~9
当日、冷蔵庫に製品を納入する作業をしている際、フロアが濡れていた

ことに気がつかず、足を滑らせ転倒し、左手首を負傷した次第である。
57 80209 1～9

7 10~11
食堂前廊下にて巡回中に、清掃員が施設内消毒のため、消毒液を散布し

て濡れている床の上を歩き、足を滑らせ転倒する。
57 130201

10～

29

7 10~11

当院内にて、暴れる患者を拘束・移送の際、右膝を蹴られ受傷した。

移送の時に腰痛、右大腿後面のしびれ、右手首に痛みを生じ、様子を見

ていたが症状が改善しなかった。

59 150101
10～

29

7 13~14

店内にて、厨房内フライヤー前で、焼きあがった卵をリムーブ

し、UHC（保温・保存の機械）へ運ぶ途中、床に落ちていた卵を気が付

かず踏んでしまい転倒して床に左膝をぶつけ受傷した。

56 140201
50～

99

7 15~16

自社工場2Fにて、モップ水掛け床の清掃中、直後の床を歩いた際、少々

濡れていたため、滑って転倒してしまった。 その際転倒時に後頭部を
51 10104

30～



打ち、その転倒をかばうために左手を床に強くつき、親指の付け根部分

を打撲し、腫れてしまった。

49

7 11~12

顧客先の廊下を清掃中、モップ拭きを行っていた際に、自動販売機前の

床の水汚れに気が付かず、誤って足を滑らせ転倒した。 その際後方へ

転び腰を強打した。

68 150101
500～

999

7 15~16
洗濯室内に水が垂れており、気づかずに歩行した際に滑り、仰向けの状

態で転んでしまった。
55 130201

50～

99

7 14~15

病院病棟において、病棟清掃作業中、病室内清掃後、廊下にモップをか

けようと両手にモップを持って歩いていたところ、廊下に掃除機が出て

いることは視認していたがコードには気付かず、コードに足をひっかけ

転倒した際、床面に左頬、左上肢を打ち負傷した。

69 130101
100～

299

7 11~12

品出しを終えて空の段ボール等を台車に積んでバックルームに運び入れ

ていた時に、入り口の段差を乗り越えた際に台車に積んであった段ボー

ルが崩れ落ちた。 落ちた段ボールを拾い集めているときにバックルー

ムに置いてあった荷物に躓き左足をひねった。

49 80209 ―

7 16~17

負傷の3ヶ月前に自宅で左足の皿の負傷しており、左足をかばって生活

をしていたが、調理場でテーブルを拭いていたところ、振り返った瞬間

にバランスを崩し転倒し、左足太ももを骨折した。

57 10109
300～

499

7 9~10 K荘にて、掃除中に廊下から土間へ足を滑らせ左足首を骨折した。 73 140101 1～9

7 7~8

当社弁当調理工場内で天ぷらを揚げるためボールを持って天ぷら粉を溶

いていたところ、揚場付近に油っぽい物があり滑って転倒し、その際に

左肩を負傷したものである。

66 10109
50～

99

7 13~14

梱包作業中にラベルを事務所へ取りに行く際、近道しようと通路ではな

い場所を通り通路との境目のある柵を跨ごうとして柵に右足が引っ掛か

り転倒した。 転倒の際、床に右肩部及び右腰部を強打し大腿骨骨折、

股関節骨折と診断される。 災害当日は、会社から診察を勧められる

が、様子を見て診察しようと当日は早退し帰宅。 翌日痛みが引かな

63 11209
50～

99



かった。

7 9~10

ガソリンスタンドで、タクシーに燃料を入れに行き、注入中、窓ガラス

を拭こうと思い、タオルを持って水道の所に行った。 その日、雨が

降っており、青苔もあり、足が滑り膝に体重がのり、仰向けに転倒し、

骨折してしまった。 会社に戻り、納金をすませたが、痛みが酷かっ

た。

68 40201
100～

299

7 11~12
当社店舗セルフレジ横において、セルフレジアテンダント業務中に、カ

ウンター横のペットボトルケースに躓き転倒し負傷した。
52 80209

30～

49

7 16~17

営業所内の宿舎脱衣所において、風呂の準備を行っていた。 すのこを

指定の場所へ置くためにすのこを持ち移動中、床が濡れていたこともあ

り、転倒。 後頭部を強打したものである。

48 30309
30～

49

7 8~9
調理洗い場で洗浄中足が滑り転倒し、右頭部をシンク下の柱に右肘をU

字構にぶつけ創傷。
67 140101

10～

29

7 14~15

フードコート内のフリーザー、クーラー内の清掃中2名で作業、フリー

ザーの氷を溶かして、汚れを落とす掃除をしていた。 お湯で氷をとか

し、モップで水をかき出してたが、水がだんだん凍りはじめて、作業中

に滑ってしまい転倒。 フリーザー内は本人、クーラー側にはもう1名で

この人が発見。 本人はモップを持ってたため顔から転倒、右肩の上を

切り3針縫う。 静脈が切れてるとの事で、2週間の安静、右顔半分も腫

れて来た。

34 80201
300～

499

7 11~12

1階調理室厨房洗い場にて、汚れた食器を洗い場槽に移動させる際に、

入社当日であったため慣れないこともあり、傍の洗い場側溝に足を入れ

転倒してしまった。 その際に右手首を打撲。

65 140101
30～

49

7 13~14

ホールでお昼寝か静かに本を読む時間に横になって本を読んでいる被災

者A（文句を言えないため）の背中の上にBがおおい被さり、被災者Aは

涙を溜めて我慢していたので、口頭で注意しつつ何回も離してもまたお

おい被さるのでBを抱きかかえて立たせようとした時、Bの重さから右

足指に負荷がかかり転倒して骨折してしまった。

61 130201
10～

29



7 10~11
2Fフロアにて、清掃時モップをかけていた時に、滑って転倒し左手をつ

いた。
57 130201

50～

99

7 13~14

従業員出入口から出て駐車場の清掃を行おうと歩いていた時に、足の上

がりが悪かったのか突然つまずき、左側から倒れて、顔頭手足を地面に

ぶつけた。

53 150101
50～

99

7 14~15

場内工事用道路にて、敷鉄板盛り替え作業を行っていた。 玉掛け作業

完了後、重機作業半径の外に退避する際、敷鉄板上の泥で足を滑らせ転

倒した。 転倒した際に、右足くるぶしを敷鉄板の角に、強打し骨折し

た。

54 30199
50～

99

7 10~11

被災者は、蒸しラインにて紙敷きの作業をしていた。 切り替えのた

め、ゴムベラを持って仕込み場へ移動し、ゴムベラを洗い終わって元の

作業現場へ戻ろうと左に体を反転させた際、左足をグレーチングで滑ら

せ、転倒し被災した。 また、被災者は膝の調子がもともと良くなく、

下半身の筋肉の衰えを自覚しており、踏ん張りが利きづらい状態であっ

た。

60 10104
500～

999

7 16~17

アジフライを揚げ終え、ザルからバットに移し替える際、床に敷いて

あったダンボールにつまずき、フライヤーに左腕を突っ込んで左肘付近

から左手首にかけて温熱熱傷した。

40 80209
50～

99

7 16~17

アジフライを揚げ終え、ザルからバットに移し替える際、床に敷いて

あったダンボールにつまずき、フライヤーに左腕を突っ込んで左肘付近

から左手首にかけて温熱熱傷した。

40 170101
50～

99

7 7~8
始業前に職場の床をモップで水拭きしていてまだ乾いていない部分に足

を置いたため滑って左足首をひねってしまった。
61 10903

30～

49

7 8~9

鮮魚部門の作業場で商品詰めの作業をしていた際に、水濡れした床で

滑って転倒。 足首を捻ったため、シップを貼ってしばらく様子を見て

いたが、腫れがひかなかった。骨折していた。

62 80201
50～

99

当社倉庫前の水場に於いてタオル洗い作業が終わりバケツの水をこぼす
300～



7 11~12 際、水がかからないよう様に後退りをした時後方にあった別のバケツに

気付かず転倒し咄嗟に右手をつき右手首を負傷した。

51 80409
499

7 10~11

事務所横の道具置場（倉庫）にて仕事の道具を整理整頓中、5tのチェン

ブロック（重さ約20kg）を持ち上げトラックの荷台にあげようとした

ところ足元のバールにつまずいて、転びそうになって腰を捻り負傷す

る。

24 30302 1～9

7 14~15

当社工場内に於いて仕上げするためのカッターシャツの束を抱えて移動

中、濡れた床で滑り体の右側から転倒し右手首を骨折負傷した。 当初

は痛いまま仕事を続けたが、翌日の日曜日になっても痛みが治まらな

かった。

64 11703
30～

49

7 11~12

特浴室内で、入浴利用者の更衣、皮膚状態、全身観察、軟膏塗布、傷の

処置を実施。 処置実施後、使用済みのビニール手袋等をゴミ箱へ捨て

るため、ベッド付近のゴミ箱まで移動した際床が少し濡れていたため、

足を滑らせ、足元より前方向きにバランスを崩し転倒した。 両手足を

床につき、四つん這いの状態で動けなくなった。

49 130201
100～

299

7 14~15

本館にて、スイング式ドアの左側を押し開けて倉庫に入った際、ドアが

倉庫内の棚に立てかけていた脚立（高さ約210cm）に当たった。 その

際、脚立がドアに寄りかかり、ドアが閉まる際に倒れてきた。 しか

し、振り向いてメモを取っていたため気が付かず、右側頭部に当たり打

撲した。

59 140209
30～

49

7 13~14
洗い場で転倒し、その際に受け身を取れずに腕から落下し、左腕を骨折

した。 （洗い場の床が水と油で滑りやすくなっていた。）
25 140201

50～

99

7 8~9

カエリ取り室の自席に座っていて予鈴が鳴ったので席の隣のゴミ箱へゴ

ミを捨て、朝礼に向かおうとした時に、ゴミ箱のそばに置いてあるパ

レットに足がひっかかり、転倒し、肩を強打した。 当日は痛みを我慢

して定時まで作業して帰宅したが、痛みが激しかった。 右肩骨折と診

断された。

50 11301
10～

29

当社旅館内の展望風呂で浴場を点検しようとして、脱衣場入口に入ろう



7 14~15 とした所でつまずき体勢を崩し、転倒を避けるために左手をついた時に

左肩を脱臼した。

74 140101
100～

299

7 22~23

店の定期清掃の作業を行うために、車：リフト付きからプロパンポリッ

シャー：自動床洗浄機を降そうと、リフト部分に乗り車内から移動させ

た際落下防止のストッパー部分に足をかけ、踏んばった時に、滑ってし

まい、リフトから落下し腰を強打。 しばらく休んでいたが、痛みが激

しかった。 腰圧迫骨折と診断される。

33 150101
50～

99

7 11~12

洗い場でバケツの水変えをしていてバケツの水と中に入ってたペーパー

を一緒に流してしまい裏側の廃水の所に拾いに行った時に足を滑らせ下

に落ちた。

36 11701 1～9

7 11~12

施設Bユニット浴室にて汚物を捨てようと入室。 入浴後だったため、床

が水で濡れていて足を滑らせ、前かがみで転倒。 そばにあった洗たく

機で右手を殴打。 支えきれなかった。

59 130201
10～

29

7 12~13

荷物の荷卸し時、庫内の中で引っ張り出す時に足元が滑り転倒し左脇腹

あたりを強打。 転倒した際は痛みが然程無かったが次第に痛みが出

た。

52 40301
10～

29

7 11~12

園児を水遊びさせた後、服が濡れたので紙芝居等用具を置いている部屋

で着がえをしていた。 その時となりのクラスでは和太鼓があってい

た。 和太鼓の用具をとるため、同僚上司がその部屋に入ろうとドアを

開けたため、本人は場所を移動しようとして50cmほどの高さのステー

ジからおりた時、着地と同時に足をひねって負傷した。

31 130201
10～

29

7 4~5
工場内で、早朝、置いてあったダンボールに躓き、転んで右ひざを打ち

負傷した。
69 10109

50～

99

7 17~18
病院内の厨房で配膳作業の前に台車の角にぶつかり転倒。 その際、両

手をついたため左腕に痛みと腫れが出た。
59 130101

100～

299

閉店間際に客が入り始め、焦っていた。 不足していた食材を取りに、

急いで調理場の冷蔵庫へ向かう際に右足が滑り、左足を折り曲げた状態 10～



7 0~1
で転倒した。 その拍子に左足くるぶしに負荷がかかり負傷した。 調理

場のタイルが濡れており、滑りやすい状態だった。

52 140201
29

7 0~1

閉店間際に客が入り始め、焦っていた。 不足していた食材を取りに、

急いで調理場の冷蔵庫へ向かう際に右足が滑り、左足を折り曲げた状態

で転倒した。 その拍子に左足くるぶしに負荷がかかり負傷した。 調理

場のタイルが濡れており、滑りやすい状態だった。

52 170101
10～

29

7 21~22

キッチンにて、清掃作業中に、グリーチングを開けて作業をしていた。

本人は清掃を終えたが周りのスタッフが清掃を続けていたため、グリー

チングを開けたまま食器の片付けを行った。 その後、作業に集中して

グリーチングが開いていることを失念し、誤って右足を滑らせ、右足か

らグリーチングに落ちた。 その際、右側から倒れたため、右足膝下の

外側部をグリーチング角に強打した。

19 80201
300～

499

7 15~16

施設内にて、利用者様をベッドから車いすに移乗する際に、抱きかかえ

ていた状態からバランスを崩したため、靴が滑り、利用者様を支えきれ

ず、両膝をひねって転倒した。 これにより右くるぶしを負傷した。

50 130201
10～

29

7
10～

11

介護職員1名が車椅子患者3名を2階までエレベーターで搬送していた。

エレベーターが2階フロアに到着したので、扉開延長ボタンを押して、2

人の患者を降ろしていた。 車椅子患者1名がエレベーターの中にいる階

段で扉が閉まりかけたため慌てて乗車口にあるエレベーターボタンを押

そうと駆けつけたところ、つまずき転倒した。

70 130101
300～

499

7
10～

11

計7名で客室の清掃業務にあたる。 新人1名を風呂掃除に向かわせ

チェックをする為浴室に入った際、滑って転倒。 左手をつき痛める。
43 140309

500～

999

7
16～

17

解体工事作業中、現場で廃材の分別作業中、誤って石につまずき足をひ

ねって転倒した。 左足アキレス腱に痛みがあるのでその場で作業を中

止し帰宅した。

53 30209
10～

29

7
15～

16

当農園内において、りんごの葉摘み作業中、休憩に入るため休憩場所へ

向かう途中足を滑らせ転倒した際、右肩を強く打ち負傷したものであ 73 60101 1～9



る。

7 8～9

病棟へ台車を取りに行くために、洗浄室のドアを開けようとした時、少

し濡れていた床で足を滑らせてしまい、そのまま転倒し床に手をつい

た。

50 10109
10～

29

7
13～

14

資材倉庫2階にて、現場内提示物張り替え終了後、通路に戻る際、足元

に高さ20㎝のパレットが置いてあり、左手に書類を持ったまま跨ぎ通ろ

うとしたところ、右足つま先が引っ掛かり右肩より前方へ転倒し負傷し

た。

50 170101
100～

299

7
19～

20

仕事が終了し、会社へ戻り、明日の準備をするため機材の入れ替えをし

ていたところ躓き、足首・膝・腰を強打した。 清浄液を吸い取るバ

キューム（縦60㎝・横40㎝・高さ70㎝・重さ10㎏）を車から降ろし、

倉庫に運ぶ途中に転倒したものである。

20 150101 1～9

7
10～

11

ライン周りで品質チェックをしていたところ、洗浄時の仕切りとして使

用しているカーテンに足を引っかけ、転倒した際に両手をついた。
58 10109

500～

999

7
14～

15

支店2F事務所内にて、書類を見ながら歩いていたため、足元のカゴに気

付かず前のめりに転び、左足の甲を骨折した。
58 90109

10～

29

7
13～

14

ホテル内で客室清掃をしているとき、ゴミ箱に躓いて大腿骨を骨折し、

救急車で運ばれそのまま入院した。
72 150101

10～

29

7
10～

11

製品梱包場で梱包作業中に、設備エラーが発生した。 状況を確認した

が対応できなかったため、他の作業者に連絡しようと急ぎ足で歩いてい

る途中、フレコンバック横で後ろを振り返った際にバッグの胴帯に左足

が入ってしまい、仰向けに転倒した。 その際に腰部を床にぶつけた

が、ヘルメットを着用しており痛みや外傷はなく、作業を継続した。

後日、頭痛のため受診したところ、慢性硬膜下血腫と診断された。

54 20309
50～

99

7
10～

11

当社作業所内で、米集荷作業中に電気のコードに足を引っ掛けて転倒

し、負傷した。
39 80109

30～

49

清掃現場の洗濯スペースで、洗濯機に汚れたモップを入れていた。



7
9～

10

モップを入れた重いバケツを持ち、振りかえった際に濡れた床で足を滑

らし、横に置いておいた台車に反射的に手をついた。 その際、台車が

勢いよく動いたため床に転び、右肩と右胸を強く打ってしまった。

60 150101
10～

29

7
14～

15
患者介助中、浴室で転倒し、左手をついてしまった。 69 130101

100～

299

7
16～

17

工場内作業場にて掃除中、ニンジンの皮で滑り、転倒したときに左膝を

捻ってしまい、左膝の皿を脱臼した。
63 10109

30～

49

7
14～

15

事業所マスター室前の足洗い場脇にて、INコースからあがりのカートを

待っている際、ビニールのゴミ袋が飛んできたため、足で止めようとし

た時に足を滑らせ、股が開き気味に尻をつき転倒し、股関節に受傷し

た。

25 140301
50～

99

7
19～

20

1階機械チーム作業場にて、作業終了後、生産管理板を所定場所に提出

する際、通行禁止となっている単発プレス機と単発プレス機の間を通行

したため、足元のエアホースに足が掛り転倒し、左手・左肩・右膝を負

傷した。

54 11209
100～

299

7
10～

11

当直医師用の浴室で、バスシューズを履き、洗い場に洗剤を撒いて掃除

をしようとしたところ、滑って体勢を崩した。 その際、バスシューズ

の中で右足親指を捻り、痛みが生じ歩行が困難になった。

70 130101
50～

99

7 2～3
会社の倉庫でゴミを捨てる際、暗かったため躓いて転倒してしまい、首

と腰を痛めてた。
45 40301 1～9

7
14～

15

水路の作業を行う為、水路の中へおりる手摺りに手を掛け降りたとこ

ろ、着地しようとしたときに左の足元が滑り、足が曲がった状態で下に

着いたため、膝に痛みが出て歩行困難になった。

68 160101
10～

29

7
13～

14

有料老人ホームデイルームベランダにて、昼食後の入居者のエプロンを

干して、身体の向きを変えようとした際、ベランダの段差に右足を踏み

外し、右足甲を骨折した。

70 130201
50～

99

10～
利用者の入居施設へ訪問した際、玄関で靴を脱いでいたとき、管理者が

100～



7
11

来たので挨拶をしようと体の向きを変えたところ、バランスを崩して転

倒し、右肩を強打し、左膝もぶつけた。

68 130201
299

7
12～

13

途中入庫時、給油作業をするため、バスから降りた際に左足を捻ってし

まった。
60 40202

50～

99

7
16～

17

浴室の脱衣場にて患者の着衣介助中、患者の右から左へ移動しようとし

たときに足が滑り、電動車椅子のフットレストに左足首があたった。
51 130101

300～

499

7 8～9

スイングドア付近にて、バックヤードから店内へ商品陳列に行く際に、

什器から水漏れが発生し、拭き取りをしていたとき、水で漏れていた床

で滑り、前のめりに転倒し、左膝を床に強打し、左膝蓋骨骨折を負っ

た。

54 80209
30～

49

7 8～9

事業場内の工場において、品物の入った荷物を持とうとして、少しバッ

クしたときに、足が滑り転倒した。 その際に右肘を床についたが、右

肩に強く力が働いて、右肩関節の肩甲骨を負傷した。

66 11301
10～

29

7 8～9

倉庫構内にて、荷下ろし終了後、あおりを上げキャッチを閉める作業を

していた。 降雨のため小走りで作業をしていたため、濡れた地面に足

を滑らせて右肩から転倒した。

45 40301
10～

29

7
10～

11

式場にて電飾名札の差し込み中、3段ある生花の一番上の長い脚へ差し

込むとき、後方へふらつき倒れた。 後方には幕が引かれており、幕で

体は支えられたが、そのままずるずると下に下がった。 その際、身体

を支えるために左手が先に床につき、骨折した。

61 170209
30～

49

7
11～

12

本館2Fフロアにて、昼食の品出し中、入れ物の蓋を配膳台の箱に戻すた

め床を歩いたとき、床が濡れていたため靴が滑り、転倒した。
36 130201

100～

299

7
15～

16

百貨店1Fのゴミ廃棄箱にゴミを投入する際、薄暗かったため足元の状況

が確認できず、足を滑らせて転倒した。 その際、通常は置いてない箱

に立て掛けてあった大きな角材に接触し、角材が倒れて足に当たり骨折

した。

68 80209
10～

29

7
10～ 加工場にて荷物の積込作業中、荷物に躓き転倒し、右脇腹・右背中・左

58 80209
10～



11 膝・左足首を打撲し、肋骨を骨折した。 29

7
10～

11

店舗厨房にて、蟹の仕込みをする際、解凍した蟹を冷やすため製氷機よ

り氷を取り出したとき、下に落とした氷を気付かずに踏んでしまい、バ

ランスを崩して座り込むような形で足を挫いた。 そのまま病院へ運ん

でもらい診察を受けたところ、骨折と診断された。

42 140201
50～

99

7
9～

10

当社出先の事業所内、厨房洗浄室の下膳車プールにて、朝礼に行こうと

移動していたとき、コップの蓋が落ちていたので、拾おうとして右に体

重がかかり、体のバランスが崩れ、右横方向に転倒し、右腰から足を打

ちつけて大腿骨を骨折した。

67 80209
30～

49

7
14～

15

食品レジのセルフレジで仕事中に、お客様が釣銭を取り忘れて帰られた

ことに気がついて、お客様を追いかけて、出口に小走りで追いかけた時

に、左足を怪我した。

56 80201
100～

299

7
9～

10

原料切り込み場において清掃中、足を滑らせ転倒した。 その際、右手

を地面に打ちつけて骨折した。
46 10109

10～

29

7
21～

22

退勤直後、着替えを済ませ、就業場所の控え室を出て、エレベーターに

向かう途中の廊下床面で躓き、前のめりに転倒し、左肘・右膝・左肩を

打撲した。 発生場所の廊下には段差はなく、フラットな状態であっ

た。

68 150101
50～

99

7
16～

17

工場内において、被災者が使用済みのアルコールボトル（小型・軽量、

霧吹きスプレーサイズ）を洗浄しようと、洗浄室内に入ろうとした際

に、踏み出した左足を床で滑らせ、バランスを崩して後方へ転倒し、左

手と腰を強打して負傷した。

62 10109
30～

49

7
9～

10

被災職員は、運行後、車庫に回送し帰所し、車を止めた後、1Fトイレへ

入室する際に、右足が入口段差に引っかかって躓き、両手をトイレ床面

についたときに痛みを感じた。 その後、2F休憩場所で食事を取ろうと

したところ、右手親指が腫れて痛みが増してきた。

53 40202
100～

299

12～
サービスカウンターに戻る際、食品レジサッカー台横で買物カゴを直そ

500～



7
13

うとしたとき、床の凸凹で躓き、バランスを崩して転倒した。 その際

に両手を前についたため、右手首にひび、左手首を捻挫した。

62 80201
999

7
10～

11

接客のため移動していたとき、フロント床面の配線に足を取られて転倒

し、右眉上に打撲と裂傷を負った。
64 140101

10～

29

7
17～

18

工場内を歩行中、野菜くずを踏み、滑って転倒した際に左手首を負傷し

た。
32 10103

50～

99

7
15～

16

作業場にてプレハブの撤去作業中に、敷地内のマンホールに足が引っ掛

かり転倒し、右足首を痛めた。
66 30309 1～9

7
9～

10

朝の開店準備をしている厨房内で、鍋におでんの具材を入れてコンロに

かけて沸かし、店頭まで運ぼうとしていた矢先の事故である。 当時、

厨房内には誰もおらず、大きな物音で駆け付けたところ、被災者が床に

倒れ、右手に深い火傷を負い、胸にも湯をかぶったのか濡れていた。

コンロをかけていた鍋やおでんの具材は床に散乱していた。

46 140201 1～9

7
12～

13

青果物の入ったダンボール箱（約30㎝×40㎝×50㎝、約10㎏）を運ぶ

作業中、運び終えた後に躓いて転び、かばって手をついた時に左手首を

骨折した。

68 80101 1～9

7
14～

15

デイサービス内の厨房に入る際、スリッパに履き替えるときに、左足か

らスリッパが抜け、身体のバランスを崩した。 右手を厨房台につき、

身体を支えようとしたが、そのまま前方に膝をつき、転倒した。

59 130201
10～

29

7
14～

15

鮮魚部の冷蔵庫で、箱に入った商品（塩干物）を出し入れする作業をし

ていたとき、冷蔵庫に入って右側の商品を載せて置いてあった台車に右

足を引っ掛けてしまい、前のめりに転倒した。 転倒の際、両肘・両膝

をコンクリートの床に強く打ちつけ、右肘・両膝を打撲し、左肘を骨折

した。

65 80209
50～

99

7
10～

11

当社倉庫で片付け中、棚の上の道具箱を下ろそうとして、バランスを崩

して転倒し、道具箱（約10㎏）が左手甲に落ちて負傷した。
25 11209 1～9

7
15～ 厨房にて、出来上がった料理を調理配膳台へ運んでいるとき、床面で躓

59 140201
30～



16 き転倒し、左膝を打撲し負傷した。 49

9
11～

12

当院、新館4棟の院内デイルームで昼食の為、患者様を誘導している時

に廊下の床が少し濡れていたのを気づかずに足を滑らせて前方に転倒

し、膝、目頭を強打し負傷した。 当院で湿布等の処置をして勤務し、

翌日は休み（土曜日）だったので自宅で安静にし、日曜日は出勤の為、

湿布等の処置をして勤務したが、痛みが緩和されず、受診した。

60 130101
100～

299

9
9～

10

ホテルの客室内に家具を搬入中、室内の段差につまずき転倒。 その際

に持っていた家具を離してしまい、そのまま右足膝下に落下した。
50 170209

50～

99

9
11～

12

食品の詰め作業の際、容器を置くために床に敷いてあったダンボールに

つまずいて転倒。 右ひざをひねったか、床についたかして骨折した。
55 10109

10～

29

9
12～

13

作業中、掃除機を持って移動中、つまずいて転んだ時、左膝を打撲。

左膝、剥離骨折との事。
74 150101 1～9

9
10～

11

被災者は第5食品工場にて生冷ムキ蛸の皮剥き作業をしていた。 使用し

ていたザルを片付け、持ち場へ戻る際、床の破損していた部分に躓いて

転倒した。 その際、床に左手からついてしまい、手首を骨折してし

まったもの。

64 10102
100～

299

9
13～

14

車検洗車を行う為に洗車ピットの上にバスを乗せ、スチームクリーナー

を取る為にバスを降り倉庫へ向かって歩いていたところ、グレーチング

の切れ目に右足が入ってしまい転倒し負傷したもの。

36 40202
100～

299

9
12～

13

当社加工場内において、鮭の加工終了後、道具の洗い物をしている時、

作業台の上にあったバケツを持って移動しようとした際、足元が滑り転

んで、左肘を負傷した。

70 10102
10～

29

9
18～

19

被災者はお客様宅へ向かうため移動中、車内席移動をするため車を一時

停止し、車内三列目の席から2列目の席移動しようとしたところ、車内

で足を滑らせ転倒。 車のドアが開いていたため、そのまま車外の地面

に頭を強打した。

71 170209
10～

29

居室にてオムツ交換を行った際、後ろ向きで、後方に下がろうとした



9
16～

17

所、床につまずき足をひねりながら倒れた。 その際、後ろにあった車

いすのフットレストに左足首をぶつけ、そのまま体勢を直すことができ

ず、車いすの座面に座る形となった。

21 130201
50～

99

9
16～

17

鉄筋組立工事中、現場に水たまりがあり、すべって転倒（左足が前にす

べり右ひざの少し上部分骨接発生）
45 30201

10～

29

9
17～

18

原料加工ラインの計量場に材料を保存する為のビニールを取りに行っ

た。 ビニールは薄暗い所においてあり、置き場所がわかっていた為に

電気はつけなかった。 その時に濡れていた床に右足をすべらせ転倒し

た。 その際に右ひじを強くつき、右腕があがらなくなった。

52 170101
100～

299

9
11～

12

廃棄物収集中、足を滑らせ横転し、腰を強打して動くのが困難な状況、

ゴミ袋を集め車の投入口に入れる際、すべって腰から転倒した。
31 150103

10～

29

9
15～

16

ゴルフ場の玄関で、お客様のキャディバックを車まで運ぼうとした時、

足元にあったボストンバックに気付かず、つまずいて転倒し、左足首を

くじいてしまった。

58 140301
30～

49

9
10～

11

切花売場バックヤードにて、ゴミを捨てようとゴミ袋を用意しようとし

た所、床に折りたたんで置いてあった段ボールに足を滑らせ、転倒しな

いよう踏ん張った際に左ひざを捻り負傷したものである。

56 80209
100～

299

9
13～

14

ホテルの客室にある浴室の洗い場を清掃中に足を滑らせ、とっさに左手

で身体を支えようとしたところ、左手首の骨折を負った。
60 140101

30～

49

9
15～

16

勤務場所のバックヤードに、保管してあった台車を取りに行った時、照

明が故障中で全く視界がなく、廃棄物の一時置き場としていたバック

ヤードの場所に、破いたポスター（廃棄物）が置かれていた上に足を乗

り上げて転倒し、後頭部を強打した。 極めて軽度の内出血が認められ

るが、それ以外は特に異常なし。 医師からの指示で、安静のため入院

となった。

62 11303

1000

～

9999

回転寿司の厨房で、注文を受けた寿司等を作り、提供しているとき、作

業動線上に小さい脚立が立てかけてあった、今まで別の場所に置かれて



9
17～

18

いた脚立が、前日から急に置かれており、前日片付けたのにまたそこに

あり、足先が何回か当たって邪魔だった、寸法的にその場所には納まら

ない感じで脚が少し開いていて、きちんと折りたたまれていなかった。

行ったり来たりしているうちに、脚立の下部に足がひっかかり、コンク

リートの床に両膝から転倒、両膝打撲、関節捻挫、左脛骨外頸関節内骨

折した。

59 140201
500～

999

9
17～

18

計量室に袋を取りに行った際に転倒した。 転倒時の計量室は作業終了

していた為、電気が消えており被災者は電気をつけずに室内に入り床が

濡れているのに気がつかずに滑って転倒し、右ひじを床に強く打ち右肩

が上がらなくなった。

52 10102
300～

499

9
16～

17

ピッキング場ケース置場において、ケースをピッキング作業中、ケース

の端に掛けてあった紐に右足が絡みバランスを崩して転倒し、コンク

リートの床に右足を強打し骨折した。

54 11709
10～

29

9 7～8

小学校の給食室で小松菜を切っていたところ、他のシンクに溜めていた

水が一杯になり、水を止めるために急いでシンクに移動した際、濡れた

床で滑って右足が前方に流れたために左膝を強く床に打ってしまい、左

膝の皿が割れてしまったものである。

56 10109
10～

29

9
11～

12

倉庫内において、元請工事現場で使用する道具を片付けていたところ、

足元に置いてあった道具につまずき転んで左胸を打った。
47 30105 ―

9
16～

17

自社倉庫内にて、停車したトラックの荷台から、ワイヤーを両手で抱え

て運ぶ際、左足を捻って転倒し、同足首を負傷した。
39 40301

50～

99

9
10～

11

住宅資材を現場に搬入する際に足を滑らせ転倒し、右足のくるぶしを骨

折した。
20 80209 1～9

9
17～

18

園庭砂場に園児が大きな穴を2つ掘り、危ないので埋め戻そうと砂場に

入ったところ、1才児が入ってきたため抱き上げて降ろしたときに、左

足が穴にとられ転倒した。 その際、左膝が穴のヘリに当たり鈍い音が

して、その場で動けなくなった。

58 130201
30～

49



9
14～

15

同僚と一緒に、利用者様2人を連れて、散歩のガイドヘルプ中に、方向

転換しようと進行方向とは逆に体をむけようとした時、誤って足が滑っ

てしまい、バランスをくずし仰向けに転倒、その際、コンクリートの地

面に、後頭部を打ち付け、30秒程気を失う。 背中、腰も打撲があり、

タクシーを呼び、病院で受診した。

55 130201
10～

29

9
11～

12

建設現場で、道路の交通誘導をするためT字路で立哨していたときに、

右折するトラックを誘導する際に路上を移動してトラックの方へ振り向

こうとしたところ、段差があることに気付かず躓いてバランスを崩した

ため、転倒して路面に手をついたときに痛みを感じた。 当日は、痛み

をこらえながら終業時刻まで勤務して、翌日になっても痛みが引かな

かったため通院した。

69 170201
100～

299

9
18～

19

当社、活場内に於いて、取引業者が活魚運搬車で運んできた魚を、プラ

スチック製箱に入れて、生簀に入れる作業中、地面が水に濡れている所

があり、誤って足を滑らせ、捻ってしまい、バランスを崩し転倒してし

まった、右足が激しく痛み、救急車で病院に搬送された。

44 80109
10～

29

9
14～

15

福祉施設内の2階カプセル浴室の脱衣場にて、ご利用者に使うタオルを

取りに行こうといた際、足を滑らせてしまい、右手を床について、右第

4指中骨を骨折した。

57 130201
100～

299

9
9～

10

建物2階のフードコート内の床で、先行する自動床洗浄機の残した水気

をモップで拭き上げる作業を行っていた、特別な動作はしてなかったの

で、僅かな水気の残りに足を滑らせ左ひざから着いたと思われる。

62 150101
30～

49

9 8～9
作業場入室の際、水産加工の床が濡れていて足がすべり、右側に倒れた

際、手に荷物を持っていた為なのか、右腕を痛めた。
65 10102

100～

299

9
11～

12

上記日時頃当社ビル内に於いて、巡回作業を終え控室に戻り、汗を拭く

ため自分のロッカーにタオルを取りに行こうとした際、横歩きで右方向

に移動していたが足がもつれてしまいそのまま右横に転倒。 転倒した

際に右膝を地面に強打し負傷したものである。

65 170209
30～

49

納品されたとんかつのダンボールを冷蔵庫に運んでいた際、冷蔵庫前に



9
11～

12
置いてあった段ボールにつまずき前方に転倒、冷蔵庫内の棚に頭をぶつ

け右眉毛の上あたりを6針縫ったものである。

62 80209
10～

29

9
15～

16

お客様の入浴介助時、お風呂場にてお客様のタオルを取りに行き戻って

きたところ、ぬれた床に足を滑らせ、シャワーチェアーの背もたれに右

脇腹をぶつけ転倒した。

44 130201
10～

29

9
20～

21

キッチンで食器を片付けようと歩いていた際、誤って転倒、転倒した

際、左手をついて骨折した。
60 140201

10～

29

9
18～

19

事業所内の原料冷凍庫内にて、翌日の準備作業の為原料運搬中、足を滑

らせて転倒し右手をつき、右手小指付け根付近を亀裂骨折する。 当日

は痛みを我慢しそのまま帰宅、翌日手首が腫れた為受診する。

59 10101
30～

49

9
18～

19

営業の外回りを行っていたところ、下を見ず前をまっすぐ見た状態で歩

いていたため、暗闇で路面の段差に気付かず、バランスを崩した際に、

足を捻ってしまい負傷した。

38 170209 1～9

9
10～

11

当社工場内で、水圧転写機の点検中に、機械の下の床が濡れていて、足

を滑らせて転倒し、右腕の手首周辺と腰を打撲した。
57 11209

10～

29

9
11～

12
園の運動会のリレーで走っている途中に左アキレス腱を切った。 27 130201

30～

49

9 8～9
整経作業の途中、糸切れがありそれを直す時、糸のケースをまたごうと

して足がケースに引っかかり、転倒した。
64 10309

10～

29

9
15～

16

社内（第1工場の2号機Bサイド）にて、原糸の供給をする為に、両腕に

原糸の紙管部分に腕を通し運んでいる最中に、足を滑らせ転倒した。

その際に両手中指が原糸の下敷きとなり、両手中指を負傷した。

47 10202
30～

49

9
17～

18

事業場内にて鳥五目の具材の仕込み作業に従事中、汁の入った容器を台

車に乗せて移動したところ、床下排水口の蓋が清掃のため開いていたこ

とに気付かず、排水口に落下して転倒し左腰を打ち、肋骨を骨折したも

のである。

57 10109
100～

299

冷蔵センター構内作業中に、荷物を確認する為に荷物と荷物の間にある



9
18～

19

隙間に入っていき、その場所から出ようと後ずさりで下がった時に、足

元の障害物に足が引っかかってしまい、後ろ向きで倒れてしまった。

その際に右手で体を支える形で床に手をついてしまい負傷をしたもので

ある。

54 40301
50～

99

9
17～

18

区分する区分機のレーン近くで、空のケースを運んでいた所、薄物を合

わせて入れるため床に置いた別のケースに気付かず接触し転倒、アゴと

膝を打った。

47 110101
500～

999

9
23～

24

清掃中、厨房床下にあるグリストラップを清掃しようと鉄板のフタを持

ち上げたところ転倒、清掃の為床に水を撒いており滑ってしまった。

左足がグリストラップに入ってしまい、フタと床の間に左手親指あたり

を挟み出血、後日、骨折していることも判明した。

43 140201
10～

29

9
9～

10

給湯器修理現場の進捗状況の確認作業中、門扉にけつまずき、階段に手

をついた、その際、左手薬指と左足親指に骨折傷を負ったものである。
43 30302

10～

29

9
10～

11

保育園の厨房で調理作業中、濡れた床で滑って転倒し、シンク側面に右

肩を強打した。
39 130201 1～9

9
10～

11

客室ユニットバス清掃後のお風呂内水滴を拭いている途中に、足もとが

滑ってしまい胸から浴槽の角のぶつかり打撲。
67 140101

30～

49

9 8～9
雨天時、就業時間前に派遣先事業所内の廊下で足を滑らせ転倒。 転倒

時、腰部・臀部・左手首等を強打し受傷した。
42 80209

100～

299

9
14～

15

コース管理棟で休憩を取ろうとイスに座ったが、軽トラックから大きな

工具を降ろす作業を手伝おうとイスから立ち上がろうとしたら、足元に

物があったのに気付かず、そのまま立ち上がったら左足首を捻った。

43 140301
30～

49

9
13～

14

厨房内を歩行中、グリストラップの鉄板床で滑ってバランスを崩し、右

足首を捻った。
66 140201

30～

49

9
16～

17

1期工場1F洗浄室（2）において、目視選別機の洗浄で使用するバケツ

を持って移動していたところ、室内の床面が濡れていたために足を滑ら

せて転倒し、後頭部を床に打ちつけて、打撲ならびに皮下血腫を負っ
64 10803

100～

299



た、また、その際に首も痛めた。

9
14～

15

配送車（2t）の荷台後方で、トラックから降りようとした時、荷台後方

のステップに足を乗せて降りようとした、ステップに左足を乗せた時に

滑ってしまい、滑下して右手首をついて骨接した。

47 11703
30～

49

9
10～

11

被災者が清掃業務で1階厨房のモップがけを行う際、洗剤を床に撒いて

から始めようとしていた。 液体の洗剤だったため滑りやすくなってい

たが、本人が洗剤を撒いたことを忘れてしまい、そのまま清掃を開始し

ようとしたところ、滑りやすくなった床に足を滑らせ尻餅をつくように

転倒した。

34 130201
100～

299

9 6～7

店内キッチン一坪冷凍庫にて、食材を取りに行った際、床に氷が落ちて

いたところを誤って踏んでしまい滑って転倒、床で腰部を強打し背骨の

圧迫骨折を負った。

49 140201
30～

49

9
9～

10

下処理室で切った野菜を調理室に置き後に下がった時、下処理室にある

洗濯機設置のための段差でつまずき、後ろ向きに転倒して右手をついた

ため、右手薬指第二関節骨折となった。

43 130201
10～

29

9
16～

17

駐車場から厨房へ行く途中の溝を乗り越える所で、濡れた枯葉に足をす

べらせてしまい、前方に手をついて転倒したが、膝をついて、右足首を

捻挫してしまった、後日、骨折と判明した。

65 80209
10～

29

9
11～

12

当園の洗濯室で洗濯物を乾燥機に入れようと向きをかえようとした時

に、床に置いてあった洗濯物を入れるカゴに付けてあるひもに足をひっ

かけて転倒した。

62 130201
50～

99

9
10～

11

資材置場で資材の片付け作業中、4mの単管パイプ（2本）を担いで移動

している際、足元にあったバタ角（90×90、2m）に気付かず、つまず

き転倒した。

37 30109
10～

29

9
10～

11

工場内を清掃中、4尺の脚立から降りる際、床面が油、水等で濡れてお

り転倒した、その際に右足をひねった。
24 150101

100～

299

廃油のゴミこし作業のため、廃油ゴミこし2Kタンクに網、廃油転送ホー



9
14～

15

スを引掛け、ローリーへホースを接続するため廃油ゴミこし2Kタンク上

から階段を使い下に降りた時、誤って下を通っていた別のホースに足が

つまずき転倒した、その際、隣にある別の2Kタンクのつば部分に頭部を

強打し、頭部額に負傷した。

33 150103 1～9

9
15～

16

倉庫内において、左手にピッキングリストを持ち商品をピッキング業務

中、右足を滑らせ尻もちをつく体勢で転倒した、その際、床に右手をつ

き負傷した。

48 50101
10～

29

9
15～

16

建物内のトイレで、トイレ用スリッパをはいてトイレ掃除中、1つ目を

終わって、右手に空のバケツを持ち2つ目のトイレに移動しようとして1

歩踏み出した時、水でぬれた床面で左足が滑り、横向きに倒れて、とっ

さに左手をつき負傷したものである。

51 150101
100～

299

9
12～

13

おんくり2階調理場の製氷機冷蔵庫横で濡れた床で横転した際に、左手

をついた。
75 140101

50～

99

9
10～

11

精肉加工場において、被災者が鶏肉加工作業中、トレーを取る為に移動

する際、床がぬれておりさらに肉片が落ちている場所を踏んでしまい

誤ってすべって転倒、右足をひねり負傷した。

56 80209
30～

49

9 8～9
酪農場で、8㎡の鉄製の荷箱に入っているシートを取り出そうとした時

に転倒して、左手首を骨折した。
62 80409

10～

29

9
12～

13

従業員休憩所で休憩をとった後、次の作業にとりかかる準備をはじめ

た、長靴を履くために右手で戸につかまろうとしたところ、手が届か

ず、体がよろめき、そのまま顔面から倒れ、額右側から頭部にかけて強

打した、額右側から頭にかけて腫れ上がり、鼻の下も負傷した。

73 10102
10～

29

9
11～

12

外溝工事において、当日朝から車庫生コン打設工事をしていたが、打設

中に鏝押さえをしていた所、メッシュ筋につまずき、前のめりに横転

し、鏝の刃の方が指に挟まり、切ってしまった、すぐに止血したが、傷

が深く、すぐに病院に連れて行く。

58 30209 1～9

9
10～ 建設地敷地内移動中、基礎部コンクリートより出ている鉄筋（30cm）

38 30201
10～



11 に足を引っかけ転倒、右手で体を支え、右手首を骨折した。 29

9
12～

13

施設厨房において調理中に、床段差につまずき前方に転倒、その際に左

膝を床に強く打ち付ける。
67 130201

30～

49

9
23～

24

休憩中で人が少なかった為、慌てて段取り作業を行った、その際のドク

ター刃を下ろしに行く時に、急いでいた為につまずいてしまい、誤って

ドクター刃の上に手をついてしまった。

27 10701
30～

49

9 7～8
レジャー船への燃料給油作業終了後、岸壁へ戻る際、船の縁で足を滑ら

せ体勢を崩し、船の縁に胸を強打し、肋骨6本を骨折した。
47 40301

10～

29

9
9～

10

保育園保育室内のトイレにて、雑巾を取ろうとしたところ、足を滑らせ

て左足首をひねった。
54 130201

10～

29

9
12～

13

ちんすこうの材料を台に乗り成型機に入れる際、バランスを崩し倒れ右

手中指に体重がかかり骨折したものである。
24 10104

50～

99

9
13～

14

ホテル客室内のエキストラベッドとして使用しているソファーベッドの

ベッドメイクをしている最中に、シーツが床まで着いている状態に気が

付かず、シーツに足をひっかけて転倒し、左手小指をソファーベッドに

打ちつけた。

56 140101
500～

999

10 8～9

メガネのレンズを加工中、工具が車の中にあるため取りに行こうとし、

小走りに店の玄関を出たとき、高さ5cm程の段を踏み外し、転倒、下が

コンクリートのため、左足大腿骨、骨折。

58 80209 1～9

10
10～

11

客室内でユニットバス内を掃除し終えて出ようとしたところ、段差で足

を滑らせ転倒、痛みはあったが作業をし、勤務終了後、病院に行ったと

ころ、右足第5中足骨骨折と診断された。

46 150101
500～

999

10
12～

13

事業場厨房で片付け作業をしている時、清掃時で濡れていたタイルに足

を滑らせ、左側頭部を強打。
39 140209 1～9

10
17～

18

当園保育室内に於いて、延長保育をしていた時、園児を抱っこして前に

座らせようとした際、足がつまずいて前のめりになり両膝をついて転倒

し、強打した為、右膝蓋の部分を骨折してしまった。

54 130201
30～

49



10
19～

20

アパート前の駐車場にて、会社からの指示で指定された時刻に、アパー

トの2階に集金に向かっていた時、暗かったため車止めに気付かず、つ

まずいて転倒してしまい、左肘が地面に激突し負傷した。

64 80205
10～

29

10
9～

10

厨房内を移動中、床で足を滑らせ転倒し、左手を床についた。 痛みが

続くので翌日病院へ行ったところ、指が骨折していた。
45 140201

10～

29

10
15～

16

デイサービスホールで秋の行事、運動会を開催、職員の競技、紅白パン

食い競争を行っていた。 競技後に白組席へ戻る際、足がもつれ、単独

で後ろ向きに転倒、その際、右手から床に着き、痛みが発生した。

47 130201
10～

29

10
14～

15

団地店内において、入り口付近で作業中、入り口マットが雨の為、濡れ

ており、足を滑らせ転倒。 その際、右足側を地面に強打し負傷したも

の。

44 80209
10～

29

10
11～

12

精肉作業場で作業中、突起物等がない床で躓きバランスを崩し倒れそう

になった為、左手をついたところ左手首が痛んだ。
59 10109

30～

49

10
16～

17

会社敷地内の農業散布練習用芝地で散布練習中に、右手に70cm程の金

属ノズルを手に持ち後ろへ進もうとしたところ、法面で右足を滑らせ左

肋骨を打ってしまった。

50 60101
30～

49

10
9～

10

発掘調査現場で、道具を運搬し（手作業）しているときに、コンパネの

上を歩いた際にそこが水で濡れていたため足を滑らせ、後ろ向きに倒れ

た。 その時に手をついたが、右手首に重心がかかり、右手首の骨を負

傷した。

70 120109
10～

29

10
9～

10

店内1階青果売場多段ケース前にて、自動洗浄機で掃除したセラミック

床に小さな水油が残っていた為、滑って転倒した際、長ネギを腕で抱え

ており、手をつくことができず、左肘を強く打ち受傷した。

61 80209
50～

99

10
15～

16

ゴミ掃除作業中、ゴミ置き場に運んできたゴミを置こうとした時、ネズ

ミが出たため驚き、足元にあったゴミ袋に足を取られてしまい、あっと

いう間に左手側にバタンと転倒した。

68 140309
50～

99

16～
派遣先事業所において、商品補充の作業中に床に置いてあった、平台車

30～



10
17

に取りつけてあったビニール紐を踏んだ事により転倒し、右頬、右手、

右膝を床に打ち付け右膝骨挫傷の怪我をしてしまった。

35 170101
49

10
11～

12

職場大浴場で洗い場を洗剤とデッキブラシで清掃中、床が温泉成分と洗

剤で滑りやすく、左足を滑らせて前のめりに転倒した。 洗い場のイス

で胸を打ち、蛇口に顔面を打ちつけた。

74 140101
100～

299

10
9～

10

事業場において開店前店内清掃作業中に、清掃用具につまずき転倒し、

頭部に軽い打撲と額に裂傷を負った。
70 80209 1～9

10
17～

18

生産作業場で、花束等の作成業務に従事している際に、空になったバケ

ツを片付けようと持ち運んでいた際に、濡れた床面に足を滑らせ転倒し

た。 転倒の際に左肘、右股関節、頚部を負傷した。

39 170209
50～

99

10
15～

16

事務所でコピーをした時、足元に通常は無いビニールが置いてあり、そ

の上に乗ってしまい、尻もちをついた時、両手で支えようとして、床に

ついた右手と商品の上についた左手が滑って足首と膝を捻った。

51 80409 1～9

10
17～

18

担当・顧客のお宅で、長時間の正座をしており、立ち上がった際に体勢

を崩し、転倒し、左足を捻ってしまい骨折。
38 90103

300～

499

10
17～

18

午後5時ごろ敷地内の隣家で何かに躓いて転倒したがその時は特に痛み

がなかった。 帰宅する為着替えを始めてズボンのベルトを締めたとこ

ろ左足に痛みが走った。

62 40301
30～

49

10
9～

10

保育園の保育室で布団ひきをしている際、園児のバスタオルがない事に

気付き、廊下へ取りに出ようとじゅうたんのある所から、フローリング

の床に出た時にバランスを崩しすべって転んだ。 その時に頭をかばい

左肘を打ち、左肘を骨折した。

47 130201
30～

49

10 6～7
トラックの駐車場にてコンテナを交換したあと、シートを取ろうとして

角材につまずき前のめりになり左足の膝を負傷した。
52 150102

10～

29

10
20～

21

正面玄関ウィンドウに於いて、マネキンの着せつけ作業中に、屋外から

確認するため、ウィンドウの内部から屋外へ移動しようとしたところ、

足を滑らせ転倒。 その際、ウィンドウと通路の境目にある50㎝の段差 19 80209 1～9



に後頭部を強打し負傷。 ウィンドウ内部の床は滑りやすい素材であ

り、靴下で作業をしていたため、転倒してしまった。

10
10～

11

事業所内宿泊棟の居室にてユニットバスの清掃作業中、濡れていた床に

足を滑らせ転倒した際、浴槽に右脇腹を強打した。 当日は事故の報告

をせず、そのまま業務を続け、翌日も業務に就いたが痛みが治まらない

為昨日の経過と状況を訴え、早退し病院で受診。肋骨にヒビが入ってい

るとの診断を受けた。

64 150101
100～

299

10
14～

15

店内に於いて、食器類を片付ける為にお盆に載せての移動中、床マット

につまずき転倒、左上腕部を負傷した。
53 140101

10～

29

10
14～

15

倉庫内にてピッキング中に足を滑らせ後方に転倒。 商品を持っていた

為、右手のみ床につき右手首を骨折。
50 50101 1～9

10 8～9

就業場所の駐車場で転倒し、右足首を負傷した。 介護施設に勤務のた

め、通常通り車で施設駐車場に到着。 車を降りて数歩歩いたところ

で、砂利と雑草に足を取られ転倒した。 左足首が痛いため病院受診し

たところ剥離骨折と診断された。

53 130201
30～

49

10
12～

13

レントゲン室にて事故発生。 レントゲン室で、患者のレントゲン撮影

をする為、位置確認作業をしている最中、足を滑らせ転倒し、左足を

捻った上転倒し、負傷してしまったもの。 後日、骨折していることが

判明。

53 130102 1～9

10
9～

10

補充作業中に、腰部保護ベルトを付けていないことに気づき、ロッカー

室へ取りに戻る途中の廊下で、急いで小走りになっていたために足がも

つれて転倒し、右膝を床で強打する。

64 80401
100～

299

10
11～

12

2m×1mサイズの看板パネルにシートを貼る作業中、水で濡らして作業

したところ、シートを持ちながら移動する際に滑り転倒した時、手をつ

いて怪我をした。

49 10701 1～9

10
10～

11

柱大組立作業中、高さ80㎝の大組台の上にある片側の幅80㎝のスペー

スの上にのって作業していたところ足を滑らせ落下した。 落下すると 46 11209
50～

99



きに、大組台で右手を強打し、右手小指を骨折した。

10
9～

10

第4番ホールで、キャディー中に、お客様の打ち損ねたボールがグリー

ンの外に出てしまい、急いで探しにいこうとしたところ、グリーン裏の

斜面が雨で濡れていて、足が滑り転倒し、左足首を捻挫し、頚椎と右肩

関節も負傷した。

23 140301
30～

49

10
10～

11

会社内の作業場を移動する際、床に脱いであったスリッパにつまずき、

床に左ひざを強打した。
56 80109

10～

29

10
16～

17

清掃現場のハウス内女子風呂脱衣場の浴場入口付近にて、床に敷いた藤

のマットを移動させ清掃用長靴を履こうとした際、濡れた床で左足が後

ろに滑りお尻から転倒した。この時左の筋が伸び膝を負傷した。

68 150101
300～

499

10
13～

14

作業場内を通行中、床面が濡れており、足を滑らせて転倒した。 転倒

する際に木製の台で上半身（胸・脇）を打ち骨折した。
67 80209 1～9

10
22～

23

閉店後、その日の売上を事務所に入金しに行くため廊下を走っていた。

このとき駅に向かう乗り合いタクシーの時間が迫っており、急いでいた

為、廊下の角を曲がるときに滑って転んだ。 荷物が多かったため、手

をつくことが出来ず、顔と体から転んだ。

42 80209 1～9

10
10～

11

店舗内レジ付近において店舗の開店準備をしていたところ、モップ掛け

した後の床が滑りやすくなっていたため、滑って転倒し受傷したもので

ある。

53 140201
30～

49

10
15～

16

マスター室前で、くぼみに足がひっかかり、つまずいて転び、左手首を

骨折する。
66 140301

50～

99

10
15～

16

会社駐車場で（会社用）タオル等の洗濯物を取り込んでいる際、つまず

いて2回転倒し右手を骨折した。
57 80203 1～9

10
18～

19

3課4係の加熱ゼネレータ付近で作業していた際、加熱終了のブザーが

鳴った為、右回転で振り向き操作盤に向かおうとした。 その際、滑っ

て転倒し、開いていたゼネレータの扉に右肋骨付近を強打した。

48 10101
500～

999

当社内事務所下廃材置き場において廃材の分別仕分けを行っていた。



10
9～

10

左足を廃材上に載せた際、足場が悪くバランスを崩し廃材上に倒れた。

その下にあったアンカーボルトに接触し引っ掛けた状態で負傷したも

の。

66 30309 1～9

10
16～

17

学童のお誕生日会が終わり、そのまま学童と風船バレーをしていたとこ

ろ足が滑り、尻餅をついたとき左手でカバーしようとして骨折した。
67 130201 1～9

10
11～

12

派遣先で商品の陳列作業中に、右手にペットボトルを持ったまま躓き転

倒した。
67 80201

10～

29

10
11～

12

派遣先で商品の陳列作業中に、右手にペットボトルを持ったまま躓き転

倒した。
67 170101

50～

99

10
15～

16

食堂で、おやつの時間に利用者様の義歯を取りに行こうと急ぎ足にな

り、誤って転倒した際、体をかばおうとフロアーに手をつき、左手第2

指腹側の皮肉がはがれ、裂傷となった。

51 130201
50～

99

10
15～

16

食堂でおやつの時間に利用者様の義歯を取りに行こうと急ぎ足になり、

誤って転倒した際、体をかばおうとフロアーに手をつき、左手第2指腹

側の皮肉がはがれ裂傷となった。

51 170101
100～

299

10
14～

15

精算機前のホールにて、左前方の患者様に会計が遅れていることを伝え

ようと、患者様に近づこうとした時、右前方を歩いていた人のキャリー

バッグに全く気づかず、左前方の患者様を見ながら、数歩歩いた際、

キャリーバッグ後方部分に、右足先が乗り、思いきり前方に転倒。 右

肩に激しい痛みが走り、右腕が上がらない状態となった。

52 170209
100～

299

10
11～

12

倉庫内作業場にて、長尺バタ角等整理整頓片付のためまとめようとして

いた折、敷鉄板段差（2～3cm）に左足つま先が引っかかり左身下に転

倒し左すねを骨折した。

72 80109 1～9

10 8～9
お客様宅で、一人でお客様をベッドから車椅子へ移乗する際にバランス

を崩してしまい、お客様とともに転倒した。
39 130201

30～

49

10
11～

12

商品切替え時必要な備品を取りに行った際、足元の水漏れにきづかず

滑って尻餅をつく。
40 10109

100～

299



10
14～

15

配達先からトラックに戻る際、マンションの玄関先の階段を下りた歩道

（雨で濡れていた）で足が滑った。 両手で荷物（箱サイズ

29.7cm×21cm×3cm重さ2～3kg）を持っていたため、横倒し、左肘を

負傷した。

32 40301
50～

99

10
11～

12

当社製造部内の加熱前のチャーシューをネットに入れる部署で、午前中

の作業が終了し後片付けをして一段落した状態の時に、床にあった小さ

な肉片または脂分で足を滑べらせ、体がねじれた状態で転倒して足のつ

け根を骨折した。

77 10109
30～

49

10
10～

11

壁ぬり作業中、モルタル土を運ぶ際、バランスを崩し足元がふらついて

転倒した。
61 30202 1～9

10
11～

12

当社倉庫内にて、仮設資材の整理作業中、足場支柱を立てる部材の

ジャッキ（3.1kg、60cm）を7～9本かかえて移動させる作業中、バラン

スを崩し、転倒した。 部材を持った左手を下にあった部材に挟み負傷

した。 材料を多く持ちすぎたこと、転倒した時に材料をはなさなかっ

たことが負傷の原因と考えられる。

28 30309
10～

29

10
21～

22

作業を終え、貨物搬送車で貨物事務所前まで助手席に同乗し移動した。

到着後、搬送車の助手席から降りた際、濡れた路面に足を滑らせ転倒

し、路面で顔面を殴打したもの。

19 40103
100～

299

10
10～

11

厨房にて、作業台と作業台の間を通り、その先の棚にあるものを取りに

歩いていて、右へ曲がりかけてシンク横の棚の足に、右足がひっかか

り、左斜め前方へうつぶせの状態で転倒した。

63 10109
50～

99

10
19～

20
足を滑らせて手をつき転ぶ。 その際、骨折した。 69 140201

10～

29

10
15～

16

利用者様居室内で、おやつの声がけのため訪室時、ベット横付近の床が

利用者様の放尿により濡れており、気付かず足を滑らせ転倒。 転倒時

に左手をつき骨折した。

58 130201
10～

29

当社で制作した鉄枠（重さが約60kg～70kg）を納品するため、2人で鉄



10
10～

11

枠を前後から持ち上げ設置場所まで移動させていたところ、進行方向に

背を向けていた被災者が足元の段差でつまずき、鉄枠を持ったままで転

倒、尻餅をついてしまい腰を痛めた。

43 11409
10～

29

10
10～

11

被災者は土間配筋内の配管状況確認で配筋上を移動中、足を踏み外して

前方に倒れ込みながら、左手を突いたところ手首を負傷した。 被災者

は通常、会社で工事事務を担当しているが、当日は応援で配管状況の点

検のため現場に入った。 点検で取り付け変更等が必要な部分を発見し

た場合は、現場代理人に連絡し外注業者が施工するので、当日の業務に

は作業はない。

28 30301
100～

299

10
10～

11

入浴介助中、バスタオルが少なくなったため、別の場所のリネン庫に取

りに行く。 リネン庫の中段に置いてあるバスタオルを左手に取り、浴

室へ戻ろうと向きを変えた時に左足が滑り転倒した。

42 130201
50～

99

10
11～

12

小学校の調理室で調理準備中に歩いていてつまずき、左足の側面にひび

が入ったもの。
35 80209 1～9

10
14～

15

運動会に参加時、マシュマロキャッチ競技中に使用していた粉が床に落

下していたため、右足を滑らせた。 右側頭部から倒れそうになり咄嗟

に床に右手をついた。 その時、右手首に激痛が走り、腫れた。

58 170101
10～

29

10
14～

15

運動会に参加時、マシュマロキャッチ競技中に使用していた粉が床に落

下していたため、右足を滑らせた。 右側頭部から倒れそうになり、咄

嗟に床に右手をついた。 その時、右手首に激痛が走り、腫れた。

58 130201
100～

299

10 7～8

女子更衣室で本人のロッカーに向かっている途中、天井雨漏りにより床

が濡れている状況で滑り、左足膝内側を床に打ち衝撃により左膝蓋にヒ

ビが入った。

60 80201
100～

299

10
15～

16

厨房搬入出入口から帰宅しようと外へ出る時、両開きのドアの閉まって

いる方のドアに手をかけたところ急にドアが開いてしまいバランスを崩

してころんで左手首を骨折した。

75 140209
10～

29

12～
配達先の前で二輪車を止め、降りて一歩目が轍となっていて、足を取ら

300～



11
13

れて腰を捻った上に転倒し負傷した。 一旦、職場に戻ってから受診し

た。

24 110101
499

11
9～

10

ヘルプ先店舗の厨房で、調理補助中、紙スプーンをトレーへ置く作業を

している時、床が濡れていて滑り易くなっていたことに気付かず、側溝

の上にのってしまい滑って仰向けに転倒した。 転倒時に濡れた床に右

手をつき、右手首を骨折する怪我を負った。

42 80209 1～9

11
11～

12

施設内洗濯室において、小上がりに上がる際に畳に足を滑らせ、右手を

つくようにして転倒した。 右手に痛みがあり、右手首が腫れてきたた

め早退し受診した。

59 130201
100～

299

11
11～

12

当社肉加工室において、肉のカット作業中、作業用まな板（高さ約90

㎝）上で、立ち位置の右先方にある自分の担当工程が終了した肉（カッ

ト済）を左側で作業する自分の次工程担当者側に移動させようと体の向

きを変えたところ、足元が滑ってバランスを崩して尻餅をつく形で後方

に転倒した際に腰を強打したため、受傷したものである。

53 10101
50～

99

11 6～7

業務終了後、工場から事務所に業務終了の報告をする為に、サービス工

場の前を通った際に、床の上の油で足を滑らせ、転倒し、右腕を強打し

たものである。

33 80209
10～

29

11
13～

14

厨房内で移動中、床に滑り止め加工されていない一画（タイル貼り）

で、床の上の水で足を滑らせ左後方に転倒し、咄嗟に左手を床についた

際に左手首を骨折した。

64 170209
50～

99

11
16～

17

第1駐車場の送迎エリアで、自分の車に向かって歩いていたところ、送

迎エリアに停車していた車が発進し、その車に激突された。 気が付い

た時、自分は仰向けに転倒しており、右腕の肘付近にタイヤが乗ってい

た。

65 30202
10～

29

11
14～

15

会社工場内において、建築資材の木材を自動制御の横架材加工ラインで

加工作業中、センサー反応不良で機械停止となったため、材料を取り出

そうと左手を入れ、材料を少し動かしたところ、センサーが反応し、機

械が作動した拍子に、左手を挟まれ負傷した。

70 10109
100～

299



11
19～

20

現場にて、プラスチックすのこ架台（鉄製）を吊り上げる際に、帯が

引っ掛かったため、架台をまとめようとしたところ、荷崩れして手を挟

んだ。

47 170201

1000

～

9999

11
17～

18

積込作業中、商品の乗っているパレットに足をぶつけて右足を痛めてし

まった。
58 80401

50～

99

11 8～9

ピット内にて、天井、壁の補修作業をしている時に、ピット内脇を歩行

中の作業員が、作業区画用の単管バリケードにぶつかり単管バリケード

がピット内に転落し、ピット内で左官作業をしている被災者の首から腰

にかけて単管バリケードが当たり負傷した。 検査入院後、軽作業にて

現場に出ていたが、年のせいか肩の痛みが取れない。

49 140209 1～9

11
13～

14

社内製造エリアの打錠室にて、粉砕機で錠剤の粉砕を行っていたとこ

ろ、蓋をしないでスイッチを入れてしまい、錠剤が飛び出したので慌て

て左手で押さえようとして粉砕機の刃に親指が当たって受傷した。

38 120109
30～

49

11
9～

10

第一加工場においておむすびフィルム海苔を製造し、100枚をスリーブ

に包み袋に入れて足踏みシールをする時に、右手中指がシールバーの上

に残った状態で足で踏んでしまってシーラーに指が挟まり、右手中指先

端の骨折をした。

78 70201 1～9

11
11～

12

自転車で新聞代の集金業務中、駐車場で、転倒していた自転車を起こそ

うとした時、突然突風にあおられ、バランスを崩し、自転車を抱えるよ

うにして横向きに倒れ右腰、下肢を強打し負傷したものである。 高層

マンションが建ち並んでおり、普段からビル風が強く、この日は特に突

風が強く吹いていた。

66 80209
100～

299

11
21～

22

工場内のウレタン製品の製品接着エリアにて接着作業中に、足元を這っ

ていた延長コードを踏んだところ、コードが床を滑ったため転倒した。

その際、作業台の角に右脇腹が当たった。 翌週の一日は出勤したが痛

みがあったため、翌二日間は休み、その後二日間は出勤した。 痛みが

引かないため後日に受診したところ肋骨を骨折していた。

52 170101
100～

299



11
21～

22

パントリーで、床の清掃中、モップの乾拭きを行っている際、足が残っ

ていた床の水で滑り、左側に転んでしまった、その際左肘が床に当たっ

てしまった。 翌日になって激痛と共に肘が曲がらなくなり通院した。

58 170209
300～

499

11
18～

19

店舗内において商品の販売を行っていたところ、テーブル（揚げ物を置

く台）の角部に右足を引っ掛け転倒し、その時左手を床に強打し負傷し

た。

66 80209 1～9

11
11～

12

発掘現場にて、しゃがんで図面作成中に担当者に声をかけられ、立ち上

がろうと後退した時、すぐ後ろにあった小穴（直径30㎝、深さ20㎝）

で足が滑って転び、右手首を骨折した。

63 30309
30～

49

11
17～

18

透析室内の中央付近にて、透析に関わる看護業務中に通路のスロープと

処置床との段差を踏み外し、左足首の関節外果を骨折した。
48 130101

30～

49

11
13～

14

巻物で使用する海苔を入れたカートを運搬中、ポリッシャー清掃中で濡

れた場所を通った時に足を滑らせ転倒した。 その際手を地面についた

ため、右肩峰あたりの筋を痛めた。

51 10109
500～

999

11
16～

17

自社工場において、作業中に鉄板上を移動していて、バランスを崩し転

倒し、左手をついた際に、同部を負傷した。
52 30309 1～9

11
9～

10

トイレ前で清掃作業中スロープ上を歩いた際、スロープが動いてしまい

転倒し、腰を強く打ち骨折した。
67 80109

100～

299

11
15～

16

当社が受託しているレストランのキッチン内の洗い場で作業し、ホール

へ戻る際に、洗い場とデシャップの境にある10㎝程の段差に躓き転倒

し、右足を捻ってしまった。

44 140201 1～9

11
13～

14

利用者宅の浴室内で掃除をしている時に、足を滑らせ転倒し、尻餅をつ

いた。
73 130201

10～

29

11
9～

10

個人宅新築工事の現場で、建て方の作業中に建物の段差に躓き転倒した

時、腰を強く打ち、骨盤を負傷した。
36 30202 1～9

11
19～

20

館内レストラン内にて勤務中、床が濡れていた為に転倒し、その際に手

をついて左手前腕を骨折した。
63 140101 1～9



11
15～

16

建物3階スラブ上で、返し型枠の段取りの為、型枠材を両手で運んでい

る時に、スラブ鉄筋上にメッシュロードが敷き込まれていない状況下で

あった。 スラブ鉄筋上を歩行中に、スラブ鉄筋に躓き転倒し、腰をコ

ンクリート床に強打した。

70 30201 1～9

11
10～

11

現場にて土間コンクリート打設工事をしている際に、躓いて前に転倒

し、手をついて右小指を骨折した。
69 30209 1～9

11
12～

13

当社工場加工室内において、脱気包装が必要な商品を空の籠を台車に乗

せ取りに行く途中、当時床が水で濡れており、本人も少しばかり急いで

いたため誤って滑って転倒した。 転倒した時に左手を床に着き負傷し

たものである。

61 10109
100～

299

11
10～

11

月掃A担当で会社E講習室の臨時特別清掃の際、剥離作業中に移動する

際、床面に塗ってある剥離剤に滑って転倒して頭を打撲した。 昼過ぎ

に事務所に到着後、当直に申告を行い若干の痛みはあるものの、打撲し

た際、めまい、吐き気等は無く清掃を継続できると申告した。 夕方、

確認するも大丈夫と申告した。 もし体調が悪いようであれば病院へ行

くように指示を行い、帰宅させた。 尚、後日、勤務前に再度体調を確

認したところ、下を向いたら気分が悪いと申告したため、すぐ病院へ行

くよう指示し帰宅させた。

53 150109
100～

299

11
10～

11

園外学習のスケートを行った際に園児の補助をしていたところ、バラン

スを崩し転倒した。 その際、左手と腰を強打し負傷した。
42 130201

100～

299

11
10～

11

弊社工場内において車両のエンジンオイルを交換する作業をしている

際、エンジンオイルを車両から抜くマシンを起動させる為、電源プラグ

をコンセントにつなげようと2～3歩移動したところ、車両のタイヤをの

せブレを計測するための器具を設置している段差（5㎝程）に足を取ら

れ、捻るような形で体勢を崩した。 その際、左足の甲を骨折したもの

である。

57 80202
10～

29

11 8～9

当法人施設、介護老人保健施設の森内で、階段を上って上のフロアに行

こうとしたところ、階段付近の床が濡れており、その為、足を滑らせ、 42 130201
50～



階段に体を強打した。
99

11
16～

17

店内のサービスカウンターにおいて、買い物カゴ用キャリーにPOPを取

り付けた後、定位置へ戻そうと動き出したところ、床に直置きしてあっ

たダンボール箱に躓いて転倒した。 勤務を続けたものの痛みが治まら

ず、退勤して病院へ行ったが、診療時間外だったために翌日受診するよ

う病院から指示され、受診した。

49 80209
30～

49

11
16～

17

店内作業場において、食洗機で食品を洗浄作業中、濡れて滑り易くなっ

ていた床で転倒した。 その際、立ち上がる時に床に左手をついた時に

手首を痛めた。

61 80209
50～

99

11
9～

10

店内、厨房でお弁当を製造し、売場に運ぶ為歩いていた。 途中で滑っ

てしまい両手がふさがっていたこともあり、腰、お尻から転んだ。
20 80209 1～9

11
15～

16

取引先の現場で積み荷を降ろす際雨が降っていた為、足を滑らせてしま

い積み荷を持ちながら転倒し、積み荷で指を負傷した。
32 11209 ―

11
14～

15

工場内で空になったパイプ台車を折りたたみ保管場所に移動させていた

際に、パイプの台車が前方に倒れ同時に本人も転倒した。
26 170101

10～

29

11
21～

22

被災者は、惣菜2号ライン移動中、ゼリー状の残渣で滑り、左膝を床に

打ち付け負傷した。
62 10109

500～

999

11 3～4

派遣先にて就業中、会社の敷地内にて一人で、ごみを捨てて戻ろうとし

た際に、足元のコンクリートの踏み台（高い段差の手前に踏み台があ

り）に気付かずぶつかり、左膝を打ちつけ転倒した。

53 170101
100～

299

11 3～4
ホームにてゴミを捨てた後、振り向いて小走りした際、足元のステップ

に躓き転倒した。 左膝を地面に打ちつけ負傷したものである。
53 40301

100～

299

11
16～

17

ホッパーを閉めようと小走りしていたら、地中に埋めてある、車止めの

目印の為の表示燈に躓き転んだ。 病院でX線、MRI検査の結果、筋肉の

断裂及び内出血と言われ、痛みがある。

51 40301
10～

29

11 7～8

管理物件にて1階玄関付近のモップ掛けを行っていたところ、濡れた床

面で誤って足を滑らせてしまい、腰から落ちるのを防ごうとし、変な体 69 150101
30～



勢で庇って転倒してしまい、左足首を骨折、負傷した。
49

11
14～

15

トラックの処分品をBOXに移している際、BOXの段差に足を引っ掛け

た。 安全ヘルメットを着用していたが前倒した為、あごを強打し裂傷

した。

23 40301
30～

49

11
19～

20

2階病棟のエレベーター前にて透析終了後の患者様をベッドで搬送後に

透析室へ戻ろうとした時に、ベッドに敷いているエアーマットのチュー

ブに足が引っ掛かり転倒し受傷した。

56 130101
300～

499

11
11～

12

給食厨房室にてガス台横にある配膳台に向かって歩いていたところ転倒

し、左膝、右腕、顔面を打撲した。
64 10109

100～

299

11
11～

12

被災者は、場内の社員クラブにおいて、ランチの準備中に野菜入りタッ

パーを持ってフロアーの冷蔵庫に入れに行く途中に、履いていたクッキ

ングシューズの滑り止めで足が引っ掛かり、体がふらつき右肩及び右額

部より転倒した。 当日病院を受診したところ、右肩骨折、右額部打撲

の診断を受けた。

70 140302

1000

～

9999

11
17～

18

玉ねぎの皮むき作業を行う現場で移動歩行中、湿っているような所をと

通った際に滑るような形で転び、右くるぶしを骨折した。
59 10109

50～

99

11
14～

15

蒲鉾板の選別をする作業をしていて、蒲鉾板の結束をする為、作業台の

反対側に回ろうとした際、躓き両手をついて転倒した。 右手首に重心

が加わり、負傷したものである。 痛みが引かないので、後日病院で受

診した。

50 10409
10～

29

11
13～

14

入浴介助が済み更衣の準備をしようと脱衣所へ行こうとした際、右足は

滑り止めマットの上に乗っていたが、左足が滑り止めに乗っておらず、

前方へ滑ってしまい尻もちをつき左手をついてしまった。

60 130201
10～

29

11
9～

10

農道工事盛土施行区域内において、斜面を伐採作業中、高さ2m～3mの

斜面から滑落し作業員1名が負傷した。（頚椎骨折1ヶ所、背骨3本骨

折） 当日小雨が断続し降っており、斜面が滑り易くなっていた。 ま

た、事故当時もう1名いた作業員が道具を取りに行っており、一時単独

43 30302 1～9



作業となっていた。

11
15～

16

自社店舗内のバック台で値付けが終わり、次の作業へ移ろうと足を踏み

出した時、ラップ包装機の電源コードに右足が引っ掛かり転倒した。

その際、左膝と左足親指を捻ってしまい受傷したものである。

60 80209
10～

29

11
14～

15
納骨堂1階を清掃中、転倒した。 49 170209 1～9

11
22～

23

1階のレストランで閉店後清掃の為、他の社員が床にモップ掛けしてい

るところを通りかかり、濡れた床で滑って転倒し、左脇を強打した。
46 140101

100～

299

11
22～

23

ウェイターとして就労中、キッチンと洗い場が通じている廊下を、料理

を運ぶ際に急いで角を曲がる際に滑り、近くにあったお皿が入っている

箱にぶつかり転倒し、左膝を負傷した。

38 170101
50～

99

11 8～9

豚の枝肉保管庫で、枝押し作業中に、排水用の溝に躓き、滑ってお尻か

ら床に転倒した。 転倒後から、腰に痛みがあり、市販の痛み止めを服

用し、自己治療で痛みが治まるものと思っていたが、後日に枝肉を出し

ている時に、強い痛みが走り、痛み止めを飲んでも効かず、病院へ受診

した。

35 10101
10～

29

11 4～5
所属会社の系列店で清掃中、お風呂場壁を拭いている時、浴槽に足を置

き、滑り転倒し、右足の付け根部分を損傷した。
56 140101

10～

29

12 11~12

法人施設内に於いて、入所者への入浴ケア用の浴室内にあるステンレス

製の排水溝蓋上を移動した際に足を滑らせてしまい後方へ転倒し、床面

に後頭部・臀部・左上肢を強打し、負傷に至った。 （発生時は入浴ケ

アを提供している時間帯であるため、浴室床面は濡れている状態であっ

た。）

52 130201
100～

299

12 15~16
売場床清掃の際、モップで通路を拭いていたところ、足が滑って転倒

し、左手首を骨折した。
52 80209

10～

29

12 11~12

他工程の応援からパンニング室に戻り、帳票類がある作業台で書類を確

認し作業に戻る際に、台車にのった冷生地番重の脇を通ろうとした際 58 10104
500～

999



に、台車に足が引っかかり転倒し負傷した。

12 11~12
タクシーのお客様の乗降を手伝おうと運転席から降りた時、路面が凍結

しており、背中から強く転んでしまった。
66 40201

30～

49

12 18~19
厨房でガス台掃除の際、ガス台脇下からはみ出ていたコードに足を取ら

れつまずき、右手、左膝を床につき負傷した。
68 80209 1～9

12 11~12

被災者は、工場のホーム上で、懸鳥の終わった空カゴの清掃をした後、

下に降りて、消毒後のカゴをホームの上から下に降ろす作業中に、地面

が凍結していた為、足を滑らせ後ろ側に転倒し、体を支える為に左手を

地面について骨折した。

39 10101
100～

299

12 11~12

1階便所にて内装解体作業を行っていた時、室内が仮設照明で暗い中

で、ピットに通じる床点検口のフタが開いている事の発見が遅れ、右足

を突っ込み、反動で転倒し、腰を床に痛打した。 腰は痛かったが作業

を夕方まで継続し、翌朝あまりに腰が痛いので病院を受診した。

75 30309 1～9

12 14~15

関連会社から出向しており、出向先の工場内に於いて紙管のかたづけ作

業中、紙管（直径10㎝、長さ50㎝位）を両手で抱えて移動中、足が床

で滑って転び、手をついた際に右手を受傷した（スニーカー使用）。

58 11305
10～

29

12 16~17

利用者様宅裏において、デイサービスより帰宅した利用者様を玄関より

車椅子にて居室まで移動する介助の際に、敷物のカーペットにつまずい

て転んでしまい、第12胸椎を圧迫骨折した。

70 130201
10～

29

12 11~12

病院トイレで清掃が終わり、他の場所へ移動しようとしたところ、意識

を失い転倒し、頭部裂傷と右上腕部の打撲、および肋骨骨折を負った。

なお、連日ご主人の介護があり、寝不足気味だったため、それが倒れた

原因の可能性が高いと医師は指摘している。

69 150101
500～

999

12 9~10
洗浄部にて、ケースの洗浄をしていた際、水で濡れた床ですべって頭を

打った。
42 10109

100～

299

12 2~3

当工場内Bラインにて、径360㎜、厚さ80㎜、重さ4㎏のアルミ製自動車

部品を切削機にて加工作業を行っていて、床に切削油がこぼれて滑りや
50 11502

100～



すい状況で作業を続けていた。 品物を機械から取り出す際に一歩ふみ

出した時に右足首が滑り、内側にひねって転倒した。

299

12 2~3

工場内、インタミ／LサイドBラインにて、径360㎜、厚さ80㎜、重さ4

㎏のアルミ製自動車部品を切削機にて加工作業を行っていて、床に切削

油がこぼれて滑りやすい状況で作業を続けていた。 品物を機械から取

り出す為、一歩踏み出した時に右足首が滑り、右足首を内側に捻って転

倒した。

50 170101
100～

299

12 1~2

宅配便の仕分け作業中、ベルトコンベアーに載っている荷物の向きを直

す作業中、荷物を取りそこない床に転倒し、その時に左足大腿骨付近を

痛めた。

72 170101
500～

999

12 1~2

宅配便仕分け作業中、ベルトコンベアに載っている荷物の向きを直す作

業中、荷物を取りそこない床に転んでしまった時に、左足大腿骨付近を

痛めた。

72 40301
500～

999

12 14~15
2階事業場内で揚げ物をするため、吊り戸棚から粉を取ろうと踏み台に

乗っていたところ、その台が倒れて、地面に後頭部を打って負傷した。
67 140201 1～9

12 10~11
店舗へ納品の際、荷下ろし時にパレットの移し替え作業をしていたとこ

ろ、誤ってフォークリフトの端に足を引っ掛け転倒したものである。
46 40301

30～

49

12 15~16

デスクにて着席した状態で事務処理作業中、自分自身で引き出した封筒

入れの机の引き出しを元の位置に戻さず立ち上がり、引き出したままに

なっていることを忘れ歩き出し、そこに腰元が引っかかり転倒してし

まった。 その際、股関節を骨折してしまった。

63 10104
30～

49

12 14~15

全身に衣装を装着しステージショーに出演中、ステージ中央から次の振

りつけのタイミングまでに後ろ向きで歩いて移動する時、歩き始めて4

歩目でいつもよりスピードが出てしまい、7歩目で体勢を維持できず、

バランスを崩し両手を着き臀部から転倒した。

56 140302
10000

～

12 21~22
クーラー内で、ドロップのリクエストの用紙を記入していた際に、床に

落ちていたラップに足がひっかかり、転倒してしまった。
54 80209

300～

499



12 12~13

自宅から職場への通勤途中、会社敷地内において、何らかの不可抗力に

より転倒するなどして頭部を強く打ち（原因については調査中）、会社

までたどりついたが、出社直後に社員通用口で蹲っていた被災者を他の

従業員が発見し、救急車で病院に搬送した。 病院での検査の結果、右

頭部脳内のくも膜下出血であった。 （原因は転倒により頭部を強く

打ったためであり、従前からの要因ではないとのこと。）

36 170202
50～

99

12 12~13

料金所事務所で監視業務中、ETC専用レーンで車両通行トラブル（カー

ド期限切れ）が発生し、処理のため現場へ直行し、当該通行車両から現

金を預かり、隣接のブースにて精算処理を行い、つり銭を渡すため車線

に下りた時、路面とブース（アイランド）の段差（15㎝）の目測を誤

り、空足を踏み右足を捻って負傷した。

31 170209
10～

29

12 15~16
団地で自転車を停め、バッグに新聞を入れて配達していたとき、エレ

ベーター横にある確認灯の場所でつまずいて、左手をついてしまった。
75 80205

30～

49

12 10~11

第1スタジオで照明点検が行われており、その点検作業のために床にベ

ニア板を貼り合わせた養生がされていた。 清掃作業移動中にそのつぎ

目に躓き、左肩から転倒し、脱臼・骨折をしてしまった。

64 150101
30～

49

12 19~20
閉店後帰宅する際に、シャッターを閉めるつもりが手をすべらせてバラ

ンスをくずし転倒し骨折した。
67 80209

10～

29

12 11~12

3階フロアにて、展示物の調整のため、高さ30㎝程の什器に靴を脱いで

上がり、作業後、靴をはこうとした際に、乗っていた什器の台が滑りや

すかったこともあり、足を踏みはずし、転落して足を骨折した。

30 170101 ―

12 15~16

自社倉庫で資材を運んでいるときに、床の隙間に左足がはまってしまい

転倒した。 その日は大丈夫かと思ったが、腫れがひどいので、翌日病

院に行ったところ、左足中指付け根を骨折していた。

38 170209
10～

29

12 14~15

昼営業後に洗浄室内の側溝を清掃するため側溝のフタがあいているとこ

ろへ、食器を運ぼうとした被災者が通りかかり、フタがあいていること

を失念していて、左足が側溝に落ちてしまった。 左足が落ちたときに

左膝を床に強打し、骨折した。 （側溝清掃は通常作業で、本人も認識

50 80209
100～

299



していた。）

12 14~15

特別養護老人ホームで入浴介助業務中に、浴室前の廊下で待機中の利用

者を浴室に誘導する為に廊下に出た時、廊下が濡れていて足を滑らせ

た。 両膝を強打し内出血し、右手をついて右手のひらに擦過傷ができ

たため受診した。

46 130201
100～

299

12 5~6

配送センターに於いて空置場に接車後、空番重をトラック荷台からバー

スへ手鉤棒を使用して後ろ向きで引きずっている際に、バースが雨で濡

れていて足が滑り転倒し、番重20枚が受け身を取った右手に落下し、右

手中指開放骨折を負った。

39 170101 ―

12 10~11

惣菜作業場で、チキンを揚げて店内の売場へ盛付用の皿で運び陳列し

て、戻る際に天井から水が漏れていて、床が濡れていたため気付かずに

滑って転んでしまった。 転ぶ際に右後方向きに倒れて、右手を出して

受身をしたが、右手と右頭部を強打し、右手首（3ヶ所）を骨折した。

69 80209
30～

49

12 18~19
事業所内にて、店内客席で接客中に、段差のところにあるすのこに足を

挟み、右足の甲を骨折した。
54 140201 1～9

12 16~17

3階厨房に於いて、調理の為に冷蔵庫からタッパーに入った食材を取り

出し運んでいる際、タッパーを両手で持っていた為に床が濡れていたこ

とに気付かず足を滑らせ右前方に転倒した。 その際、右手首を床に打

ちつけ、右手首を骨折したものである。

43 130301
100～

299

12 16~17

警備現場で、建設作業が終わったためカラーコーンとコーンバーで現場

入口を閉鎖していたときに、あやまって足元の石を踏んでしまったた

め、転倒して足首を痛めた。 痛みがあるため診察を受けたところ、く

るぶしを骨折していることが判明した。

65 170201
50～

99

12 17~18 市場内従業員点呼場（控室）で躓いて倒れた。 55 40301
10～

29

12 9~10
社内冷凍庫内を大掃除中に庫内の床が凍っていたため滑り、お尻（尾て

い骨あたり）を強打した。
46 80209 1～9



12 10~11
宿泊客が帰ったあと、客室片付け掃除中、盆を持ったまま部屋入口の板

張り床で足を滑らせ転倒し、右手首を強くついて負傷したものである。
69 140101

30～

49

12 15~16
当社工場内において清掃作業時、トラックの荷台に鉄屑等をのせる作業

中、足が滑り尻もちをつき、左足と腰を捻った。
65 10904 1～9

12 20~21
店舗駐車場でのぼりを片付ける際に、地面に置いてあった消防ホースに

躓き、右手小指を骨折した。
61 80209

30～

49

12 16~17

被災者は、当社パン工場内で清掃を行っていた。 濡れたモップを掛け

た床を急いで移動しようとしたところ、足を滑らせて転倒した。 その

際、床に右手首を強くぶつけ、骨折した。

50 10104
30～

49

12 10~11

客室清掃作業時、ベッドメイキングの最中に、ベッドのシーツやピロー

カバーを抱えて回収しながら移動した際、体勢を崩して転倒し、咄嗟に

右手を床について体を支えようとして負傷した。

46 140101
30～

49

12 12~13

派遣先工場内にて、包丁で余計な脂を削ぎ落とした豚肉を機械に投入す

る際、15㎏位の豚肉を機械に投入し終え、再度肉を補充しに行く途中、

床に落ちていた切れ端と脂を踏んで、腰から転倒した。 その際、咄嗟

に出した右手を負傷した。

54 170101
300～

499

12 8~9
コップをトレーに入れて移動中、足元に納品ケースがあったことに気付

かず躓いて転倒し、背中と足を納品ケースに打ちつけた。
64 140201

10～

29

12 13~14

ベランダの窓を掃除中、下の段に降りるときに、水で濡れているアクリ

ル板の上に降りて滑った。 その際、自分の体が足の踵の上に降り、骨

折した。

71 170209 1～9

12 16~17
浴室掃除のとき、床洗浄中に足元が滑り転倒した。 転倒時に左手で支

えたため、左手首を骨折した。
66 130201

50～

99

12 14~15

5番ホールで、バンカー均し機械に乗り、バンカー均し作業をしてい

た。 落ち葉清掃のため機械を停止し、左足から降りたときに地面のく

ぼみに足をとられ転倒し、足首を捻挫した。

21 60101
10～

29

12 12~13 食堂にて、シンク前で振りかえった際に転倒した。 40 170101
50～



99

12 12~13 食堂にて、シンク前で振りかえった際に転倒した。 40 140101
10～

29

12 7~8 冷蔵庫を運んでいるとき、躓き転倒した際に冷蔵庫が足の甲に倒れた。 69 170101

1000

～

9999

12 2~3 勤務終了後、更衣室内で転倒し、負傷した。 49 40201
500～

999

12 18~19

物流センター内のトラックバース付近で、おせち出荷作業中、おせちの

入ったカゴ台車をトラックに積み込んでいた。 落下防止のためカゴ台

車全体にラップが巻かれていたが、一番上に積まれていた箱が台車から

落下しそうになったので押さえようとした。 そのときトラックとバー

ス間に置いていたコンパネに躓き、左足首を捻り、膝から強く床に転倒

し、左膝蓋骨脱臼骨折、内側膝蓋大腿靭帯損傷（付着部剥離）を負っ

た。

44 40301
50～

99

12 21~22
厨房の片付け中に、フライヤーの横を通った際に躓き、フライヤーには

いった高温の油の中に手を入れ、火傷を負った。
20 140201

10～

29

12 13~14
店内キッチンにて、洗い場に皿を取りに行こうとしたとき足元が滑り、

転倒して手を床に着き、左手環指を骨折した。
58 140201

30～

49

12 14~15
団地内の駐車場で清掃作業中、箒を使って地面を掃いていた際、縁石に

足をとられて転倒したとき、右顔面および右足を強打し負傷した。
70 150109

50～

99

12 9~10
常駐警備中、巡回の際に施設内の段差に躓き転倒し、右肩を強打し、右

鎖骨を骨折した。
63 170201

300～

499

12 21~22

当社1階ロビーにて、タオルが入ったカゴ（幅約40㎝、重さ約1㎏）を

運ぶ作業中、当日は雨で床が濡れていたため、履いていたスリッパが滑

り、転倒した際に左足の膝をつき骨折した。

64 140101
10～

29

本館3階宴会調理ホットセクションの厨房において、終業前の清掃作業



12 19~20

のため床に水を流していたところ、足を滑らせて左第五足指を捻った状

態で転倒し、左手を地面について着地した。 当日は自分で患部を冷や

して様子をみたが、翌日に病院を受診し、左第五中手骨骨折との診断を

受けた。

43 140101
500～

999

12 1~2

グループホームの泊まり勤務に入り、深夜の見回りをするため、灯りを

点ける際に転倒し、激痛がはしり動けなくなった。 理事長にすぐ連絡

し、病院に連れて行ってもらったところ、圧迫骨折と診断され、入院す

ることになった。

74 130201
30～

49

12 11~12
清掃管理場所で浴室内清掃洗浄作業中、床で足を滑らせ前方に転倒し、

右肩を負傷した。
68 150101

100～

299

12 16~17
住宅現場で、建物土間の左官工事中、床で滑って転倒し、病院を受診し

た結果、左足股関節を骨折していた。
74 30209 1～9

12 7~8

惣菜の寿司売場の陳列台を清掃中、クリーンキーパーがポリッシャー

（床洗浄機）清掃で後ろを通ったあと、移動しようとした際に床に水が

残っていたため足を滑らせ、転倒して尻もちをついた。 左手にアル

コールを持っていたため、左肘を床で強打し骨折した。

60 80209
50～

99

12 21~22

勤務先事業所内2階汚物処理室で、職員ユニホーム用の熱湯消毒バケツ

のお湯を捨てたとき、床が濡れていたことに気づかず、次の行動をとろ

うとした際に滑って転倒し、汚物処理室の壁の角で腰部を強打した。

23 130201
100～

299

12 8~9

皮膚科・泌尿器科にて、職員トイレを清掃作業中、清掃していないとこ

ろがないかを最後にチェックしていたとき、前方から足を滑らせて転倒

した。 その際、反射的に出た右手を捻り、右肩を骨折した。 洗剤をつ

けてモップ掛けをして、床が滑りやすいところを早歩きしたことが転倒

の原因である。

51 150101
100～

299

12 11~12

高齢者福祉施設において、高齢利用者をトイレにて排泄援助後、トイレ

内手洗い場付近で他職員に呼ばれ、振り返り歩こうとした際に足元が

滑って転倒した。 転倒の際に、右手を反射的につき、右手首の負傷に

至った。 当時、トイレ内は清掃直後であり、床が乾ききっていない状

57 130201
100～

299



況であった。

12 8~9
保管場所へ包丁を取りに行き、作業場所に戻るときに、床が水濡れによ

り滑りやすくなっており、水濡れ箇所で滑って転倒し、負傷した。
57 80209

50～

99

12 13~14

年末の大掃除を実施中に、普段より多くの物品が通路周辺に置かれてい

た。 集塵機の扉を洗浄した水が床にこぼれたため、床のモップがけを

行っていた。 被災者がその場所を通ったとき、滑って転倒し受傷し

た。

47 10109
300～

499

12 19~20

入浴介助後、掃除をするため風呂場に入ろうとしたとき、脱衣所と風呂

場がバリアフリーのため、脱衣所に水が広がっており、滑って床に左膝

を強打し、痛みのため20分程動くことができなかった。

54 130201
30～

49

12 18~19

お客様引き取りの荷物を取りに行き、荷物を確認後、ホームから事務所

へ向かう際、足元の台車に躓き転倒した。 その際に手をついてしま

い、右手手首を骨折した。 原因としては、早く荷物をお客様へ渡そう

と急いでいたこと、また、荷物を持ち足元の視界が悪くなっていたにも

かかわらず安全確認を怠ったことが考えられる。

63 40301
10～

29

12 17~18

バックヤードで転倒し、左手と尻もちをついた。 当日は午後から1人作

業で、店頭の片づけと翌日の準備のため、店内とバックヤードを出たり

入ったりしていた。 惣菜の揚げ物や焼き物をしている場所を通るた

め、靴の裏に油がついていたと思われる。 なお、走ってはおらず、靴

は使用1年ほどで溝はあった。

68 80201
100～

299

12 10~11

6B病棟の洗濯室で、洗濯した物を乾燥機に移そうとして、乾燥機のドア

を右手で開けようとしたところ、左手で持っていた洗濯物が重く、ふら

ついて、右手を床につき骨折した。

71 130101
500～

999

12 13~14
作業場で冷凍室より商品を持ち出す際、慌てていたため濡れた床で滑

り、仰向けに転倒し、でん部と左肘を打ち、左肘を骨折した。
60 80201

300～

499

12 17~18
厨房において、料理を2階へ運ぶリフトに乗せようとしたとき、床で

滑って転倒し、後頭部を冷蔵庫の角にぶつけ負傷した。
53 140201 1～9



12 9~10
出勤時、職員出入口（敷地内）から入った所の段差で、靴を履き替える

前に段差で躓き、足を痛めた。
43 130201

100～

299

12 15~16

入浴の介助中、利用者の脱いだ靴を脱衣室の外に出そうとした際、入口

付近が水で濡れており、足を滑らせ転倒した。 その際、左手に靴を

持っていたため、右手のみを床についた状態であった。 右手首周囲に

骨の変形を認め、骨折の疑いがあった。

49 130109
30～

49

12 9~10

工場にて、見回りをしていた際、天井の養生を確認していたところ、床

に置いていたバラスト注水用のホースに躓き、右斜め後方に転倒した。

その際、右手首を床につき負傷した。

51 11501 1～9

12 11~12

作業所の大掃除中、職員1名、利用者4～5人で作業所内後方の床の汚れ

を拭き、モップを掛けたあと、干してあったゴザを片づけようとした

際、床が濡れていたため滑り、後ろ向きに転倒した。 その際に頭を打

ちそうになったため、右手を捻じって手をつき、右腕を負傷した。

58 130201 1～9

12 1~2

洗い場の排水溝天板（金網）を掃除するため、天板を外して持ち上げ、

後ろ側にあるシンクに運ぼうと後ろを振り向いた際、洗い物をしたあと

で床が濡れていたため、足を滑らせ、排水溝の中の窪みに左足が落ち込

んで捻り、左足小指の付け根を負傷した。

55 140201
10～

29

12 10~11
冷蔵庫で商品の搬出作業中、商品を両手で抱えパレットから下りようと

したところ、足を踏み外して転倒し、床で右膝を強打した。
46 80109

10～

29

12 14~15

昼食の洗浄中、食器カゴを取ろうと1～2歩前に進んだところ、排水溝の

蓋につま先が引っ掛かり、前のめりに転び、右肘と右足付け根を強打し

た。

59 10109
10～

29

12 11~12
客室にて、バスタブの清掃中に滑り、タイル張りの床に右膝を強打し

た。
64 170209

1000

～

9999

12 10~11

当社育苗棟内にて、苗の鉢ずらし作業をしていた際、加温機のダクト

（ビニールホース）に足を引っ掛けてしまい転倒し、頭部右側を強打し 66 60101
50～

99



た。

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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